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市
で
は
、
今
年
５
月
に
「
浜
田
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
を

設
立
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し

て
利
用
で
き
、
利
便
性
が
高
く
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
に
向

け
た
計
画
の
策
定
に
向
け
、
検
討
・

協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
た
び
、
浜
田
市
の

将
来
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
基
本
と
な
る
指
針
や
目
標
を
示

し
た
「
浜
田
市
地
域
公
共
交
通
基
本

計
画
（
素
案
）」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
計
画
素
案

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま

え
、
今
年
度
中
に
「
浜
田
市
地
域
公

共
交
通
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
～
平
成
27
年
度

（
４
年
間
）

①
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と
持
続

可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築

②
交
通
空
白
地
域
の
解
消

③
人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
交
通

体
系
の
整
備

『
未
来
の
市
民
生
活
を
支
え
る
公

共
交
通
』

　

市
民
・
交
通
事
業
者
・
行
政
な
ど

の
関
係
主
体
が
『
協
働
』
で
、
地
域

公
共
交
通
を
創
り
、
守
り
、
育
て
る

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

浜
田
市
地
域
公
共
交
通
基
本
計
画
（
素
案
）

を
ま
と
め
ま
し
た

【特集】

計
画
期
間

計
画
の
基
本
目
標

計
画
の
基
本
理
念

計
画
の
主
な
取
組
方
針
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①
地
域
の
状
況
に
適
し
た
交
通
サ
ー

ビ
ス

　

地
域
の
需
要
や
地
理
的
条
件
に
応

じ
て
、
最
適
な
運
行
形
態
を
選
定
す

る
と
と
も
に
、
乗
り
継
ぎ
環
境
の
向

上
な
ど
に
よ
っ
て
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
効
果
的
・
効
率
的
な
公
共
交
通

体
系
を
構
築
し
ま
す
。

②
市
民
生
活
を
支
え
る
移
動
環
境

　

通
勤
・
通
学
・
通
院
・
買
い
物
な

ど
の
生
活
活
動
に
、
全
て
の
人
が
利

用
し
や
す
い
移
動
環
境
を
整
え
ま

す
。

③
元
気
な
浜
田
を
創
る
交
通
ま
ち
づ

く
り

　

に
ぎ
わ
い
創
出
と
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
ほ
か
の
分
野
と
も

連
携
し
た
公
共
交
通
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

④
地
域
が
支
え
る
公
共
交
通

　

こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
は
、
地
域

と
の
『
協
働
』
で
守
り
育
て
て
い
く

と
い
う
意
識
づ
く
り
を
行
い
、
地
域

の
積
極
的
な
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
計
画
の
策
定
後
、
平
成
24
年
度

中
に
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
や
地
域
公
共
交
通
の
検
討

会
な
ど
を
重
ね
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
事
業
計
画
を
定
め
た
「
浜
田

市
地
域
公
共
交
通
計
画
実
施
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
に
か
け
て
各
種
事
業
を
実
施

し
、
平
成
28
年
度
以
降
も
継
続
し
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

浜
田
市
地
域
公
共
交
通
基
本
計
画

（
素
案
）
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬

閲
覧
場
所

市
役
所
本
庁
定
住
対
策
課

市
役
所
各
支
所
自
治
振
興
課

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.shim
ane.

jp/m
achi/pub_com

m
ent.htm

l

閲
覧
時
間

開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

意
見
を
提
出
で
き
る
人

①
市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人

②
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
の
あ
る

企
業
・
団
体

③
市
に
対
し
て
納
税
義
務
の
あ
る
人

④
本
計
画
に
利
害
関
係
を
有
し
て
い

る
人

意
見
の
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
用
意
し
て
い
る
所
定
の
様
式
を
使

用
し
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
意

見
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
や
口
頭
で
の
意
見
、

氏
名
・
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

意
見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

①
書
面
を
持
参

市
役
所
本
庁
定
住
対
策
課
又
は
各

支
所
自
治
振
興
課

②
郵
送

〒
６
９
７-

８
５
０
１

殿
町
１
番
地

市
役
所
定
住
対
策
課

③
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

▢FAX
�
１
８
６
６

④
電
子
メ
ー
ル

Em
ail:teijyuu@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

※　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
市
の
考

え
方
と
と
も
に
公
表
し
ま
す
（
個

人
情
報
は
非
公
開
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課
内　

浜
田
市
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
事
務

局
（
☎
�
９
２
２
１
）

計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

施
策
展
開

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
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松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
及
び
浜
田
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
次
世
代
を
担
う
小
学
生
に
標
語
を
通
じ
て
人
権

尊
重
の
重
要
性
・
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
豊
か
な
人
権
感
覚
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
62
年
か
ら
毎
年
、
管
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
全
児
童
を

対
象
に
「
小
学
生
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
全
25
校
か
ら
７
９
４
編
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
中
か
ら
次
の
と
お
り
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
選
作
品
を
基
に
「
日
め
く
り
人
権
標
語
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
作
製
し
、各
小
学
校
な
ど
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　

標　
　
語　
　
　
学
校　
学
年　
氏
名
（
敬
称
略
）

友
達
を　

き
ず
つ
け
て
し
ま
う　

ち
く
ち
く
言
葉

原
井
小
６
年　

岡　
　
　

双　

葉

守
ろ
う
よ　

み
ん
な
の
命　

自
分
の
命

原
井
小
６
年　

玉　

木　

智　

大

み
と
め
合
い　

一
人
ひ
と
り
が　

守
ら
れ
る

原
井
小
５
年　

河　

内　

勝　

利

人
と
人　

つ
な
ぐ
手
と
手
は　

あ
た
た
か
い

原
井
小
５
年　

田　

代　

智　

華

あ
い
さ
つ
は　

キ
ズ
ナ
ふ
か
め
る　

お
ま
じ
な
い

雲
雀
丘
小
６
年　

小　

林　

七　

瀬

「
遊
ぼ
う
よ
」　

心
に
し
み
る　

君
の
声

雲
雀
丘
小
６
年　

三　

宅　

一　

生

く
ら
べ
な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ　

キ
ミ
の
い
い
と
こ　

し
っ
て
る
よ

松
原
小
５
年　

小　

畠　

瑞　

季

あ
り
が
と
う　

心
ほ
か
ほ
か　

い
い
気
持
ち

松
原
小
５
年　

坂　

根　

輝　

美

　
「
人
権
週
間
」
に
あ
た
り
、21
世
紀
が
「
人

権
の
世
紀
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
起

こ
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
人
権
」
を

尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識

し
、
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
り
、
悩

み
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
る
人
は
、
松
江
地

方
法
務
局
浜
田
支
局
（
☎
�
０
９
５
９
）、

又
は
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
人
権
相
談
所
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

開
催
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
毎
月

『
広
報
は
ま
だ
』
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

昭
和
23
年
第
３
回
国
際
連
合
総
会
で
、
世

界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
て
以
来
、
国
連
で

は
こ
れ
を
記
念
し
て
、毎
年
12
月
10
日
を「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
各
国
で
は
人
権
尊

重
思
想
の
、
よ
り
一
層
の
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
の
各
種
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、12
月
10
日
の
「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
お
り
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
今
年
は
次
の
強
調
事
項

を
掲
げ
て
、
広
く
国
民
に
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

を
や
め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

小
学
生
人
権
標
語
を
と
お
し
て

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

～みんなが笑顔でいられるように、考えてみましょう「人権を」～

12月４日㈰から10日㈯までは

です人  権  週  間
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ご
め
ん
ね
と　

言
え
る
自
分
を　

つ
く
り
た
い

石
見
小
５
年　

花　

田　

悠　

剛

が
ん
ば
れ
と　

君
に
い
わ
れ
て　

が
ん
ば
れ
る

石
見
小
５
年　

山　

本　

ゆ
き
な

ご
め
ん
ね
と　

素
直
に
言
え
た
ら　

な
か
な
お
り

石
見
小
５
年　

横　

田　
　
　

睦

あ
い
さ
つ
で　

目
と
目
が
あ
え
ば　

笑
顔
だ
ね

後
野
小
６
年　

長
谷
川　

貴　

志

き
づ
こ
う
よ　

相
手
の
こ
こ
ろ
の　

そ
の
き
ず
を

佐
野
小
６
年　

鷹　

田　

愛
咲
美

だ
れ
と
で
も　

心
つ
な
げ
て　

笑
顔
の
わ

美
川
小
６
年　

淺　

浦　
　
　

舜

あ
い
さ
つ
が　

と
び
か
う
ク
ラ
ス　

気
持
ち
い
い

美
川
小
６
年　

大　

野　

桃　

果

ご
め
ん
ね
と　

い
え
る
あ
な
た
は　

素
て
き
だ
ね

美
川
小
５
年　

中　

村　

風　

花

見
る
だ
け
で　

そ
ん
な
あ
な
た
も　

い
じ
め
て
る

周
布
小
６
年　

幸　

田　

和　

士

だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

心
配
な
い
よ　

み
ん
な
い
る

周
布
小
６
年　

松　

尾　

暁
希
飛

仲
間
だ
よ　

笑
顔
の
花
を　

咲
か
せ
よ
う

周
布
小
６
年　

都　
　
　

大　

哉

で
き
る
ん
だ　

勇
気
が
あ
れ
ば　

な
ん
だ
っ
て

周
布
小
６
年　

渡　

辺　

春　

希

分
か
ろ
う
よ　

や
っ
て
い
い
こ
と　

わ
る
い
こ
と

周
布
小
５
年　

末　

田　
　
　

涼

あ
い
さ
つ
は　

笑
顔
に
な
れ
る　

第
一
歩

周
布
小
５
年　

高　

島　

一　

心

が
ん
ば
ろ
う　

そ
の
ひ
と
こ
と
で　

勇
気
で
る

長
浜
小
５
年　

大　

川　

智　

也

今
の
日
本　

笑
顔
を
送
ろ
う　

東
北
に

長
浜
小
５
年　

大　

場　

未　

結

や
め
よ
う
と　

勇
気
を
持
っ
て　

言
っ
て
み
よ
う

長
浜
小
５
年　

山　

本　

直　

樹

だ
れ
に
で
も　

あ
い
さ
つ
し
よ
う　

自
分
か
ら

上
府
小
６
年　

酒　

井　

歩　

実

「
あ
り
が
と
う
」　

言
え
た
ら
い
い
ね　

だ
れ
に
で
も

上
府
小
５
年　

山　

田　

真　

南

そ
の
言
葉　

自
分
に
言
わ
れ
て　

ど
う
思
う

国
府
小
６
年　

吉　

田　

美
有
紀

悪
口
は　

自
分
の
心
も　

き
ず
つ
け
る

国
府
小
５
年　

大　

﨑　

琴　

未

あ
り
が
と
う　

え
が
お
の
花
が　

ま
た
一
つ

国
府
小
５
年　

矢　

野　

一　

葉

友
達
に　

言
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ　

い
や
な
こ
と

有
福
小
５
年　

椋　

木　

春　

香

言
う
前
に　

人
の
気
持
ち
を　

考
え
て

三
階
小
６
年　

江　

口　

夏　

帆

き
も
ち
い
い　

あ
い
さ
つ
一
つ
で　

い
い
え
が
お

三
階
小
６
年　

神　

田　
　
　

良

あ
り
が
と
う　

い
え
る
ゆ
う
き
が　

第
一
歩

三
階
小
５
年　

河　

上　
　
　

陽

助
け
よ
う　

見
て
見
ぬ
ふ
り
は　

い
じ
め
だ
よ

三
階
小
５
年　

佐
々
木　

優
里
花

こ
わ
く
て
も　

勇
気
を
出
し
て　
「
や
め
よ
う
よ
。」

三
階
小
５
年　

田　

中　

優
理
子

わ
る
ぐ
ち
は
、　

ひ
と
の
こ
こ
ろ
が　

い
た
む
も
の

雲
城
小
６
年　

岩　

田　

晃　

樹

ち
ょ
っ
と
し
た　

心
づ
か
い
で　

み
な
笑
顔

雲
城
小
６
年　

田　

邨　

優　

希

思
い
や
り　

人
の
心
を　

か
が
や
か
す

雲
城
小
５
年　

髙　

木　

隆　

雅

笑
顔
さ
く　

学
級
み
ん
な
で　

作
ろ
う
よ

今
福
小
６
年　

岡　

本　

有　

未

一
人
ぼ
っ
ち　

さ
そ
っ
て
く
れ
て　

あ
り
が
と
う

波
佐
小
６
年　

竹　

田　

奈　

央

が
ん
ば
っ
て　

は
や
く
言
お
う
よ　
「
ご
め
ん
ね
」
と

今
市
小
６
年　

芳　

川　

萌　

々

あ
い
さ
つ
で　

広
が
る
笑
顔　

大
き
な
輪

今
市
小
５
年　

野　

村　

奈　

央

「
ご
め
ん
な
さ
い
」　

勇
気
を
出
し
て　

言
え
ま
す
か
？

木
田
小
５
年　

浜　

井　

彩　

花

笑
い
声　

あ
ふ
れ
出
す
よ　

教
室
か
ら

和
田
小
６
年　

石　

橋　

侑　

奈

支
え
あ
う　

優
し
い
友
情　

大
切
に

市
木
小
６
年　

新　

田　

俊　

輔

ご
め
ん
ね
と　

素
直
に
い
え
ば　

い
い
気
持
ち

弥
栄
小
６
年　

千　

部　

孝　

人

つ
な
ご
う
よ　

み
ん
な
の
心
と　

え
が
お
の
輪

弥
栄
小
５
年　

斉　

藤　

杏
香
里

相
手
を
ね　

思
う
気
持
ち
が　

大
切
だ

三
隅
小
６
年　

佐　

野　

圭　

奈

友
達
と　

な
か
よ
く
す
る
と　

う
れ
し
い
な

三
隅
小
５
年　

石　

飛　

陽　

介

み
ん
な
で
ね　

笑
顔
の
ク
ラ
ス
を　

つ
く
ろ
う
よ

三
隅
小
５
年　

川　

本　

晟　

馬

い
い
ク
ラ
ス　

え
が
お
い
っ
ぱ
い　

元
気
い
っ
ぱ
い

三
隅
小
５
年　

山　

本　

海　

音

ご
め
ん
ね
と　

言
え
る
気
持
ち　

大
切
だ

岡
見
小
５
年　

山　

本　

竜　

大

そ
の
言
葉　

相
手
と
自
分
も　

傷
つ
け
る

井
野
小
６
年　

武　

井　

真
生
子

あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
を
元
気
に
す
る　

合
言
葉

井
野
小
室
谷
分
校
６
年　

石　

原　
　
　

樹

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
（
☎
�
０
９
５
９
）

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

考えてみましょう「人権を」
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

新・お元気ですか�

８月初旬、北京石景山区代表団が浜田市を訪問
しました。引率者の話によれば、ある北京病院の
医師がＰＣリモートコントロール技術を利用して
広州にいる患者に手術を行いました。2,100㎞以
上離れている病人を診察することは想像できない
ですが、これは本当の話です。コンピュータは確
実に私たちの生活を変えています。

1946年、第１号のコンピュータは、アメリカで
発明されたそうです。最初のコンピュータは数部
屋にわたるぐらい大きかったと言われています。

1990年代、私は大学時代に初めてコンピュータ
を触りました。そのときは、コンピュータは計算
機室又は実験室の中の物でした。最初のＣＰＵの
タイプは286型・386型・486型で、計算スピード
は非常に遅く、文字入力と簡単な絵を描くだけと
いうものでした。生活にコンピュータを利用する
機会は、まずありませんでした。コンピュータで
プリントした文字は、一様にそろってとてもきれ
いです。自分が作った文章が新聞社に採用され、
掲載されたかのような感じで、この興奮はなかな
か止まらなかったものです。

十数年前、私が日本に滞在している間、今ほど
通信手段は発達していませんでした。10分間の国

際電話の料金は、大体半月分の給料が必要でした。
その後、友達の紹介で、東京で通信とインターネッ
トで開発した国際電話カードを買いました。電話
をする前に、一連の数字を入れ、相手の電話番号
をダイヤルしたらつながりました。通話料金は国
際電話と比べ安かったのです。

コンピュータは、私たちの仕事や生活を劇的に
変えました。コンピュータは、インターネットに
翼を与え、情報伝達ツールとして、グローバルな
アイテムとなりました。職場では、一つのネット
ワークの中で、席を離れなくてもメッセージのや
りとりやメールを送ることなどを実現し、能率を
高めました。

今では、家族との連絡は以前に比べ、速やかで、
便利になりました。現在では、ＱＱやＭＳＮ、Ｓ
ＫＹＰＥというソフトなどが中国でとても流行し
ています。そのようなソフトは音声だけではなく、
ビデオカメラで相手の顔を映し、それぞれの場所
で国際会議を開催できるようになりました。これ
は大変な進歩、発展と言わなければならないで
しょう。

　

11
月
13
日
㈰
に
清
水
町
の
真
光

寺
で
開
催
さ
れ
た
「
被
爆
ア
オ
ギ

リ
２
世
記
念
植
樹
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
植
樹
さ
れ
た
「
被
爆
ア
オ

ギ
リ
２
世
」
の
苗
木
は
、
広
島
の

原
爆
で
被
爆
し
た
広
島
逓
信
局

（
現
日
本
郵
政
中
国
支
社
）
の
中

庭
に
あ
っ
た
も
の
で
、
幹
半
分
が

熱
線
と
爆
風
に
よ
り
、
焼・
き・
え・
ぐ・

ら・
れ・
ま
し
た
が
、
奇
跡
的
に
生
き

残
り
、
人
々
に
生
き
る
勇
気
を
与

え
続
け
た
、
木
の
種
か
ら
育
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

真
光
寺
の
大
原
孝
見
住
職
は
、

お
ば
あ
さ
ま
が
原
爆
の
被
爆
者
で

あ
り
、
ご
自
身
も
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
被
爆
の
語
り
部
の
話
を
聞
く
こ

と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
存
命
さ

れ
て
い
る
被
爆
被
害
者
の
皆
さ
ん

も
高
齢
に
な
ら
れ
た
現
在
、
何
か

体
験
さ
れ
た
思
い
を
風
化
さ
せ
な

い
行
動
を
起
こ
し
た
い
と
考
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
矢
先
、
こ

の
苗
木
の
存
在
を
知
り
、
住
職

の
熱
意
が
広
島
市
当
局
に
通
じ
、

譲
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
大
原
住
職
は
、「
植

樹
し
た
木
を
ど
ん
ど
ん
大
き
く

し
、
そ
の
種
を
皆
さ
ん
の
家
の
庭

に
植
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
。」と
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
爆
投
下
の
朝
、
爆
心

地
か
ら
10
数
キ
ロ
離
れ
た
大
野
陸

軍
病
院
で
看
護
師
の
業
務
に
従
事

し
て
遭
遇
さ
れ
た
、
市
内
松
原
町

に
在
住
の
古
原
ユ
キ
エ
さ
ん
か
ら
、

被
爆
か
ら
終
戦
ま
で
の
10
日
間
、

そ
し
て
１
か
月
後
に
襲
っ
た
枕
崎

台
風
に
よ
り
、
避
難
所
が
山
津
波

に
襲
わ
れ
、
多
く
の
生
還
者
が
亡

く
な
っ
た
模
様
な
ど
生
々
し
い
状

況
を
聴
き
、
息
を
呑
み
ま
し
た
。

古
原
さ
ん
は
最
後
に
、「
生
か
し

て
も
ら
っ
た
者
が
口
を
閉
ざ
し
て

は
い
け
な
い
と
語
り
部
に
な
っ

た
。
一
日
で
も
元
気
で
皆
さ
ん
に

当
時
の
苦
し
さ
な
ど
何
か
一
つ
で

も
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、「
被
爆
ア
オ
ギ
リ
２
世
」
の
苗

木
を
植
樹
す
る
機
会
を
得
て
、
原

子
爆
弾
の
犠
牲
と
な
り
亡
く
な
ら

れ
た
、
多
く
の
皆
さ
ま
へ
の
哀
悼

の
思
い
、
今
な
お
被
爆
の
後
遺
症

に
苦
し
む
人
が
い
る
現
実
を
踏
ま

え
、
こ
の
地
球
上
で
原
子
爆
弾
に

よ
る
惨
禍
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
が
一

日
で
も
早
く
訪
れ
る
よ
う
、
平
和

に
対
す
る
思
い
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

平成23年11月13日　戦没者・原爆被害者追悼法要
（被爆アオギリ２世記念植樹）にて

インターネットは私たちの生活を変えた
浜田市国際交流員　高　建軍

浜田市長 宇津徹男
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平
成
24
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
受
験
の

申
込
み
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
採
用
試
験
実

施
要
項
で
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
職
種
・
人
員
・
要
件

○
幼
稚
園
教
諭　
１
人

対
象　
昭
和
52
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

第
一
次
試
験　
平
成
24
年
１
月
22
日
㈰

試
験
会
場　
市
役
所
本
庁

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項
（
本
庁
人

事
課
・
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

配
布
は
12
月
１
日
㈭
か
ら
行
い
ま
す
。）

に
基
づ
き
、
受
験
申
込
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
実
施
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
「
採
用
試
験
実

施
要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
（
角
２
封
筒
）
を
同
封
し
て
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
12
月
１
日
㈭
～
平
成
24
年
１
月

６
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
【
〒
６
９
７-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
１
３
０
）】

　市では毎年、新年を迎えた喜びを市民の皆さん
と祝う「市民新年賀会」を開催しています。来年
は次のとおり開催しますので、多数の参加をお待
ちしています。
開催日　平成24年１月４日㈬
開会　　午後４時
場所　　浜田ワシントンホテルプラザ
会費　　１人１，０００円
申込方法　会費を添えて、市役所本庁３階総合調

整室に持参してください。
申込締切日　12月９日㈮
申込み・問い合わせ先

本庁総合調整室
（☎�９１０２）

　

10
月
26
日
㈬
、
浜
田
市
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
大
会
が
石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
21
年
に
発
生
し
た
島
根
県

立
大
学
生
の
悲
惨
な
事
件
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

毎
年
10
月
26
日
を
「
い
の
ち
と
安
全
安
心
の

日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、「
浜
田
を
明
る
く
安
全
な
ま

ち
に
し
た
い
」
と
の
思
い
で
、
市
民
や
島
根

県
立
大
学
生
ら
で
結
成
さ
れ
た
「
浜
田
を
明

る
く
照
ら
し
隊（
隊
長
・
村
武
ま
ゆ
み
さ
ん
）」

の
メ
ン
バ
ー
５
人
が
、
ま
ち
の
暗
が
り
を
な

く
し
、
防
犯
に
効
果
の
あ
る
門
灯
の
点
灯
を

呼
び
掛
け
る
シ
ー
ル
を
市
内
の
全
戸
に
配
布

し
た
取
組
な
ど
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
功
労
表
彰

周
布
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

金
城
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

旭
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

弥
栄
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

特
別
功
労
表
彰

浜
田
を
明
る
く
照
ら
し
隊

（
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
）

表彰を受けられた各地区防犯パトロールの皆さん 安全安心なまちづくりへの取組を報告する
「浜田を明るく照らし隊」の皆さん

平
成
23
年
度
市
職
員
採
用
試
験
（
幼
稚
園
教
諭
）

平
成
23
年
度
市
職
員
採
用
試
験
（
幼
稚
園
教
諭
）

10
月
26
日
は
「
い
の
ち
と
安
全
安
心
の
日
」

～
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
～

市民新年賀会 参加募集
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広報はまだ：平成23年12月号　　　 8

会期　11月30日㈬～12月16日㈮（17日間）
　11月22日㈫　議会運営委員会
　　　30日㈬　本会議　開会、提案説明

（全員協議会）
　12月１日㈭　本会議　個人一般質問
　　　２日㈮　本会議　個人一般質問
　　　５日㈪　本会議　個人一般質問
　　　６日㈫　本会議　個人一般質問
　　　７日㈬　本会議　議案質疑
　　　８日㈭　総務文教委員会
　　　９日㈮　福祉環境委員会
　　　12日㈪　産業建設委員会
　　　13日㈫　予算審査委員会
　　　14日㈬　予算審査委員会
　　　16日㈮　本会議　委員長報告、採決、閉会

（全員協議会）議会運営委員会

　なお、左記日程は予定であり、11月22日㈫の議
会運営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、
会場の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
市議会事務局（☎�９８００）

平成23年度市民憲章表彰
　11月５日㈯、島根県立大学講堂で開催した市民憲
章推進大会において、市民憲章の理念に基づく啓発・
推進・実践活動などに顕著な功績のあった次の12人
（10人・２団体）に表彰状と記念品を贈りました。

表彰者（敬称略、順不同、年齢は11月１日現在）
荒木　郁子（67歳・吉地町）
石山　　昇（73歳・国分町）
大垰　貞雄（74歳・西村町）
大橋　憲一（60歳・殿町）
大屋　　幸（68歳・宇野町）
岡本　政男（96歳・金城町上来原）
小池榮一郎（73歳・金城町下来原）
永岡　榮子（74歳・竹迫町）
日原　　隆（77歳・熱田町）
平田　　優（78歳・熱田町）
大原技研有限会社（下府町）
もち肌保存会（三隅町古市場）

（本庁地域政策課）

年末年始の市役所業務

　12月29日㈭から平成24年１月３日㈫まで閉
庁します。　　　　　　　（本庁総務管理課）

証明書自動交付機

　12月29日㈭から平成24年１月３日㈫まで利
用できません。　　　　　（本庁総合窓口課）

　市では、既に市内各公共施設に東日本大震
災被災者救援のための義援金募金箱を設置
し、多くの市民の皆さんに協力いただいてい
ます。
　皆さんからいただいた募金の総額は、10月
31日現在、2,240万5,631円となり、既に2,150
万8,962円は、日本赤十字社、石巻市及び気
仙沼市に送金しました。
　また、市では、当初募金箱の設置を９月30
日までとしていましたが、平成24年３月31日
まで受付を延長します。
問い合わせ先

本庁安全安心推進課防災安全係
（☎�９１２２）

東日本大震災義援金募金の中間報告
及び募集期間の延長のお知らせ

12月浜田市議会定例会日程（予定）
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広域圏だより
浜田市・江津市

～協働でつくる活力と魅力の
　　　　　ふるさと浜田圏域～

浜田地区広域行政組合
野原町(☎�１４６８)

平成22年度決算の状況

歳入 歳出

歳入 歳出

平成22年度の決算は、次のとおりとなりました。

平成22年度浜田地区広域行政組合決算総括表
（単位：円）

会計別 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 翌年度へ
繰り越すべき財源 差引残額

一般会計 1,330,185,000 1,331,076,296 1,315,610,972 0 15,465,324
介護保険特別会計 9,426,324,000 9,355,417,525 9,295,654,430 0 59,763,095

合計 10,756,509,000 10,686,493,821 10,611,265,402 0 75,228,419

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

分担金及び
負担金 1,225,242 1,223,569 関係市からの負担金

使用料及び
手数料 59,309 60,851 可燃ごみ搬入手数料

財産収入 11,902 11,902 土地・建物の貸付料、
基金の利子など

繰越金 15,414 15,414 平成21年度一般会計か
らの繰越金

諸収入 18,318 19,340 事業実施に伴うそのほか
の収入や預金利子など

歳入合計 1,330,185 1,331,076

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

保険料 1,391,270 1,393,872 第１号被保険者から徴
収した保険料

分担金及び
負担金 1,363,153 1,363,149 関係市からの負担金

使用料及び
手数料 168 196 保険料の滞納に係る督

促手数料

国庫支出金 2,430,900 2,398,206 ・介護給付費国庫負担金
・介護保険事業の国庫補助金

支払基金
交付金 2,711,359 2,680,466

診療報酬支払基金から支
払われる第２号被保険者
から徴収した保険料など

県支出金 1,342,445 1,343,043 ・介護給付費県費負担金
・介護保険事業の県補助金

財産収入 1,112 1,110 介護給付費準備基金な
どの運用利子

繰入金 101,522 90,933 介護給付費準備基金な
どからの繰入金

繰越金 84,065 84,066 平成21年度介護保険特
別会計からの繰越金

諸収入 330 377 受託事業収入及び預金
利子など

歳入合計 9,426,324 9,355,418

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

議会費 576 364 組合議会の運営に要す
る経費

総務費 88,544 85,941

事務局運営費、地域振
興事業費など浜田地区
広域行政組合全般に要
する事務費など

衛生費 768,214 757,856 ごみ処理施設の管理運
営に要する経費など

公債費 471,851 471,450
現在のごみ処理施設建
設に伴い借入れをした
資金の返済金など

予備費 1,000 0
歳出合計 1,330,185 1,315,611

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

総務費 215,014 209,028 介護保険事業の運営に
要する事務費

保険給付費 8.863,448 8,763,419
要介護・要支援者の居宅介
護サービス、施設介護サー
ビスなどに要する経費

財政安定化
基金拠出金 1 0

保険給付の安定的な運営を
図るための県介護保険財政
安定化基金への拠出金

地域支援
事業費 259,244 235,282

要介護・要支援状態に
なることの予防・悪化
防止のための事業費

基金積立金 1,112 1,110
保険給付費に充てるための
介護保険料及び基金運用利
子を財源とした基金積立金

公債費 1 0
県介護保険財政安定化基
金への償還金及び金融機
関への一時借入金利子

諸支出金 87,504 86,816 国庫補助金などの超過
交付分の返納金など

歳出合計 9,426,324 9,295,655
　問い合わせ先
　　浜田地区広域行政組合総務課企画財政係

（☎�１４６８）

平成22年度介護保険特別会計の決算状況

平成22年度一般会計の決算状況
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

「
飲
酒
運
転
根
絶
運
動
」
実
施
中

　

11
月
１
日
㈫
か
ら
12
月
31
日
㈯

ま
で
の
２
か
月
間
、「
飲
酒
運
転
根

絶
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
の
重
点

飲
酒
運
転
追
放
３
な
い
運
動
の

推
進

・
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い

「
年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止

運
動
」
の
実
施

　

12
月
20
日
㈫
か
ら
平
成
24
年
１

月
９
日
㈷
ま
で
の
21
日
間
、「
年

末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

④
冬
道
で
の
安
全
運
転
の
徹
底

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
運
動

の
目
的
・
重
点
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
浜
田
市
の
実
現
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

ラ
イ
タ
ー
の
火
遊
び
に
よ
る
火

災
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
大
人
の

注
意
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
家
の
中
、

車
の
中
に
ラ
イ
タ
ー
を
放
置
せ
ず
、

子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に

き
ち
ん
と
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
利
用
し
な
く
な
っ
た
ラ

イ
タ
ー
は
使
い
切
っ
て
捨
て
ま

し
ょ
う
。

※　

ラ
イ
タ
ー
は
、
危
険
物
ご
み

（
青
色
指
定
袋
）
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
は
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
が
入
っ

て
い
な
い
ラ
イ
タ
ー
は
販
売
で
き

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※　

Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
は
、
ラ
イ

タ
ー
な
ど
の
特
定
製
品
を
製
造

又
は
輸
入
す
る
事
業
者
が
、
技

術
基
準
に
適
合
す
る
な
ど
の
義

務
を
履
行
し
た
場
合
に
付
さ
れ

る
表
示
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

試
験
日　
平
成
24
年
２
月
５
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

12
月
８
日
㈭
～
21
日
㈬

・
電
子
申
請

　

12
月
５
日
㈪
～
18
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
・

益
田
・
隠
岐

試
験
種
類　
乙
種
各
類

手
数
料　
乙
種
３
、
４
０
０
円

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
手
続

内
容
は
、
受
験
案
内
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
受
験
案
内
・
試

験
受
験
願
書
は
、
市
消
防
本
部

及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的

に
、
そ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に
実
施
し
て
い
る
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
幼

年
消
防
用
活
動
資
器
材
（
鼓
笛
隊

セ
ッ
ト
一
式
）
を
、
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
を
結
成
し
て
い
る
「
あ
さ
ひ

子
ど
も
園
」
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

あ
さ
ひ
子
ど
も
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
は
、
防
火
ク
ラ
ブ
結
成
時
か

ら
、
防
火
及
び
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
防
火
に

対
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。今
回
贈
呈
し
た
鼓
笛
隊
セ
ッ

ト
は
、
今
後
の
園
行
事
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
防
火
防
災
の
啓
発

活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

（
市
消
防
本
部
予
防
課
）

安
全
安
心 く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

交
通
事
故
防
止
運
動
の
実
施

ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
火
災
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
！

第
４
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
乙
種
各
類
）

平
成
23
年
度
宝
く
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
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安
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産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
水
道
部
で
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
、
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー

の
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
は
委
託

業
者
が
行
い
、
取
替
え
に
か
か
る

費
用
は
無
料
で
す
。
取
替
委
託
業

者
（
名
札
・
腕
章
を
着
用
）
が
伺

い
ま
し
た
ら
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

12月のメーター取替地区及び取替委託業者
取替地区 取替委託業者

外ノ浦町・殿町・片庭町・
港町・元浜町・清水町・
生湯町・長沢町・浅井町・
竹迫町・杉戸町・野原町・
原井町・熱田町・長浜町・
国分町・下府町のそれぞ
れ一部

浜田市水道事業協同組合

　

水
道
管
や
蛇
口
は
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
と
凍
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

あ
る
水
道
に
は
必
ず
防
寒
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
北
向
き
の
と
こ
ろ

○
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

○
家
の
外
に
あ
る
水
道
管

防
寒
の
仕
方

○
保
温
材
を
巻
く
（
蛇
口
は
破
裂

し
や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全

に
包
む
）。

○
布
で
保
温
す
る
場
合
は
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
上
か
ら
巻
い
て

濡
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
特
に
朝
の
冷
え
込
み
が
予
想
さ

れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
風
呂

の
蛇
口
を
少
し
開
け
て
お
く
。

蛇
口
や
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出

な
い
と
き
は
？

　

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
の

布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か

し
ま
し
ょ
う
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

水
漏
れ
・
破
裂
の
と
き
は
？

　

宅
内
の
水
道
管
が
凍
っ
て
破
裂

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
止
水
栓
か

バ
ル
ブ
（
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。）

を
閉
め
、
水
道
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
部
工
務
課
工
務
係

（
☎
�
９
９
１
０
）

夜
間
・
休
日

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

　

予
算
総
額
に
達
す
る
見
込
み
と

な
っ
た
た
め
、
次
の
と
お
り
募
集

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

受
付
締
切
日　
12
月
22
日
㈭

　

午
後
５
時
15
分
（
必
着
）

※　

現
在
の
申
請
状
況
や
申
請
の

条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
エ
コ
ラ

イ
フ
推
進
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　電気カーペットは足元が
暖かくて気持ちがいいです
ね。ここでちょっと電気
カーペットの使い方を見直
してみましょう。環境にや
さしいだけでなく、家計に
もおトクです。
■断熱マットで効率をアップしましょう
　床にじかに敷くと、熱が床に逃げて暖房効率
が下がります。カーペットの下に断熱マットな
どを敷くのが省エネのコツです。
■人のいる部分だけ、暖めましょう
　カーペットを分割して暖める機能もあるので、
人のいない部分はスイッチをＯＦＦにしましょ
う。

☆広さにあった大きさにしましょう
年間で電気89.91kＷhの省エネ
約1,980円の節約
原油換算22.66ℓ　ＣＯ₂削減量31.6㎏

※　室温20℃のとき、設定温度が【中】の状態
で１日５時間使用した場合、３畳用のカー
ペットと２畳用のカーペットとの比較
☆設定温度は低めにしましょう

年間で電気185.97kＷhの省エネ
約4,090円の節約
原油換算46.86ℓ　ＣＯ₂削減量65.3㎏

※　３畳用で、設定温度を【強】から【中】に
した場合（１日５時間使用）
出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ

大事典2011年版】
（本庁くらしと環境課）

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す

生
活
・
環
境

冬
の
備
え
は
大
丈
夫
？

寒
波
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
事
業
補
助
金
の

募
集
受
付
を
終
了
し
ま
す

今日からおうちで省エネ !!【電気カーペットの巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

年末年始のごみ処理場の休業日・し尿の汲み取り業務
　年末・年始のごみ収集は、各自治区のごみ収集
計画どおり行います。
　また、ごみ処理場の休業日、し尿の汲み取り業
務については、次のとおりです。

問い合わせ先
本庁廃棄物リサイクル課（☎�９４３０）
各支所市民福祉課

ごみ処理場
処理場名 休業日

エコクリーンセンター
（江津市波子町）
【燃やせるごみ・燃やせる粗
大ごみ】

12月31日㈯～
平成24年１月３日㈫不燃ごみ処理場（生湯町）

【燃やせないごみ・燃やせな
い粗大ごみ・古紙】
石央リサイクルセンター（生湯町）
【ペット・プラ、かん、びん】

し尿の汲み取り
業者名 申込期限など

浜
田

㈲浜田浄化センター

電話で申し込む地区
汲み取り日の２日前まで
休業日　12月31日㈯～

平成24年１月５日㈭

門田産業㈲

電話で申し込む地区
汲み取り日の２日前まで
休業日　12月31日㈯～

平成24年１月５日㈭

金
城㈲江津衛生公社

12月の汲み取り　12月５日㈪まで
１月５日㈭の汲み取り地区
　　　　　　　　12月29日㈭まで

旭㈲江津衛生公社
12月の汲み取り　12月５日㈪まで
１月の汲み取り
　　　　平成24年１月６日㈮まで

弥
栄㈲江津衛生公社 12月の汲み取り　12月７日㈬まで

１月の汲み取り　12月29日㈭まで

三
隅㈲石見環境整備

汲み取り日の３日前まで
休業日　12月31日㈯～

平成24年１月５日㈭
※　年末年始は、大変混み合いますので、早めに申し
込みましょう。

　

県
で
は
、
３
Ｒ
（
ご
み
の
排
出

抑
制
・
再
利
用
・
再
生
利
用
）
活

動
の
一
環
と
し
て
、
ご
み
の
削
減

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
店
舗
を
、
し
ま
ね
エ
コ
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
ま
ね
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
店

は
、
登
録
ス
テ
ッ
カ
ー
や
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
（
エ
コ
ッ
パ
く
ん
）
な

ど
を
活
用
し
て
、
自
ら
認
定
店
で

あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

し
ま
ね
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
認

定
を
希
望
す
る
店
舗
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

認
定
基
準　

次
の
基
準
の
う
ち
、

１
項
目
以
上
に
該
当
す
る
こ
と

①
包
装
簡
易
化
・
容
器
再
利
用
実

践
の
店

②
資
源
ご
み
店
頭
回
収
実
践
の
店

③
再
生
商
品
販
売
な
ど
実
践
の
店

④
店
舗
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量

化
・
再
資
源
化
実
践
の
店

⑤
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
実
践
の

店
認
定
期
間　
認
定
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す

る
年
の
末
日
ま
で（
更
新
あ
り
）

申
請
方
法　

認
定
申
請
書
（
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
kankyo/junkan/ecoshop.htm

l

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所

（
☎
�
５
５
６
０
）

　

県
で
は
、
微
量
の
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
の
混
入
が

疑
わ
れ
る
事
業
用
の
電
気
機
器
に

つ
い
て
、
絶
縁
油
の
分
析
な
ど
に

係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
電
気
保
安

事
業
者
な
ど
（
電
気
保
安
協
会
な

ど
）
と
連
携
を
図
り
、
積
極
的
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
12
月
28
日
㈬
ま
で

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

県
廃
棄
物
対
策
課
化
学
物
質
管

理
ス
タ
ッ
フ

（
☎
０
８
５
２
�
６
３
０
２
）

金
城
（
①
公
営
住
宅
）

受
付
期
間

　

12
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

募
集
住
宅　
波
佐
住
宅

間
取
り　
３
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
波
佐

建
設
年
度　
昭
和
60
年
度
（
高
齢

者
・
身
体
障
が
い
者
優
先
住
宅

は
平
成
22
年
度
改
修
）

戸
数　
２
戸
（
う
ち
１
戸
は
高
齢

者
・
身
体
障
が
い
者
優
先
住
宅
）

家
賃
の
月
額

一
般
住
宅　

１
４
、
８
０
０
円
～

２
９
、
１
０
０
円

高
齢
者
・
身
体
障
が
い
者
優
先
住

宅　
　
　
　

１
６
、
１
０
０
円
～

３
１
、
６
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

旭
（
①
公
営
住
宅
・
②
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
）

受
付
期
間

①
公
営
住
宅

　

12
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

12
月
８
日
㈭
～
22
日
㈭

年末年始のごみ処理場の休業日・し尿の汲み取り業務

し
ま
ね
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ

認
定
店
の
募
集

電
気
機
器
に
係
る
分
析
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

住
宅

住
宅
入
居
者
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

三
隅
（
③
若
者
住
宅
）

受
付
期
間

　

12
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

募
集
住
宅　
若
者
住
宅

間
取
り　
３
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
向
野
田

建
設
年
度　
昭
和
59
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃
の
月
額　
３
５
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
期
間　
入
居
を
決
定
し
た
日

か
ら
満
10
年
以
内

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
公
営
住
宅

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
、
高
齢

者
世
帯
・
障
が
い
者
を
含
む
世

帯
・
子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就

　

学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な

ど
は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千

円
以
下
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る

世
帯

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
人

③
若
者
住
宅

・
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
人

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
配

偶
者
を
有
し
、
そ
の
ど
ち
ら
か

が
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

住宅種別 募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

①
公営住宅

都川団地
（３ＤＫ） 都川 昭和52年度

（平成22年改修）各１戸

11,900円～
23,400円

市木団地
（３ＤＫ） 市木 昭和57年度

（平成22年改修）
15,100円～
29,700円

②
特定公共
賃貸住宅

あさひインターハイツ
４号棟（２ＬＤＫ） 丸原 平成19年度

２戸
36,000円あさひインターハイツ

５号棟（２ＬＤＫ） 各１戸ニュー旭ヶ丘
（３ＬＤＫ） 今市 平成８年度 40,000円

敷金　家賃の月額の３か月分

　

市
で
は
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
た
空
き
家
に
、
市
外
か
ら
の

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
入
居
し
、
所

有
者
又
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
改

修
を
行
う
場
合
、
そ
の
改
修
が
浜

田
市
空
き
家
改
修
補
助
金
（
最
大

１
０
０
万
円
）
の
対
象
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
へ
情
報
提
供
を

行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課

（
☎
�
９
２
２
０
）

　

農
業
委
員
会
委
員
と
な
る
資
格

が
あ
る
人
は
「
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者　
次
の
全
て
の
項
目
に
該

当
す
る
人

⑴　

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

⑵　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
人

⑶　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
・
10
ア
ー
ル
（
約
１
反
歩
）
以
上

の
農
地
で
耕
作
を
営
ん
で
い
る

人
・
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人
の
同
居

の
親
族
か
そ
の
配
偶
者
で
、
年

間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て

い
る
人

提
出
締
切
日

　

平
成
24
年
１
月
６
日
㈮

申
請
書
の
配
布
及
び
提
出
方
法

　

平
成
23
年
度
に
登
録
の
あ
る
農

家
世
帯
の
申
請
書
は
、
12
月
中
旬

に
該
当
農
家
へ
個
々
に
送
付
し
ま

す
。
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

新
た
に
申
請
書
が
必
要
な
人

は
、本
庁
農
業
委
員
会
事
務
局
・

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・

各
支
所
産
業
課
に
あ
り
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

登
録
資
格
が
あ
る
人
で
も
申

請
書
を
提
出
し
な
い
と
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

平
成
24
年
度
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成

し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
23
・
24
年
度
建
設
工
事
等

（
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
）
入
札
参
加
資
格
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
事
業
者
で
、

追
加
審
査
の
希
望
者
は
資
格
審
査

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
領
・
様
式
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
平
成
24
年
１
月
４
日

㈬
～
31
日
㈫
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
。）

※　

郵
送
の
場
合
は
１
月
31
日
㈫

の
消
印
有
効
・
宅
配
の
場
合
は

１
月
31
日
㈫
必
着
で
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

　

金
城
自
治
区
内
の
神
楽
社
中
に

よ
る
石
見
神
楽
上
演
を
行
い
ま
す
。

日
程

12
月
３
日
㈯　
下
来
原
西
組
神
楽
社
中

　
　

10
日
㈯　

久
佐
西
組
神
楽
社
中

　
　

17
日
㈯　

久
佐
西
組
神
楽
社
中

時
間　
午
後
８
時
30
分
～

場
所　
美
又
温
泉
会
館
２
階

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
２
３
３
）

　

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
帰
省
し
た

家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
浜
田
マ
リ

ン
大
橋
の
華
や
か
な
景
観
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
24
年
１
月
１
日
㈷
～

３
日
㈫

　

午
後
８
時
～
10
時
（
予
定
）

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
産
課

（
☎
�
９
５
２
０
）

　

市
で
は
、
大
学
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
そ

の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
通

り
沿
い
の
歩
道
に
設
置
し
た
植
樹

桝
（
植
樹
の
幹
周
り
の
部
分
）
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
、
個
性

豊
か
な
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
の
製
作
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う「
わ
た
し
は
、

ま
ち
の
園
芸
家
！
」
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

植
樹
桝
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

管
理
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
な
か

に
は
複
数
の
植
樹
桝
を
個
人
・
地

域
又
は
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
管
理
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

個
人
で
、
家
族
で
、
仲
間
で
、

企
業
で
、
大
学
通
り
に
マ
イ
ガ
ー

デ
ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
願
い

・
植
樹
桝
の
区
画
は
、
１
・
５
ｍ
×

１
・
２
ｍ
で
す
。
植
え
る
草
花

の
種
類
や
管
理
方
法
な
ど
、
一

切
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
ば
ら
く
管
理
さ
れ
て
い
な
い

植
樹
桝
は
、
土
が
固
く
な
っ
て

い
た
り
、
植
樹
の
根
が
張
っ
て

い
た
り
し
ま
す
。

・
作
業
時
の
水
に
つ
い
て
は
、
管

理
者
の
皆
さ
ん
で
ポ
リ
タ
ン
ク

な
ど
に
汲
ん
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

・
植
樹
桝
の
管
理
に
係
る
費
用
は
、

管
理
者
の
負
担
と
し
ま
す
。
万

が
一
、
作
業
中
に
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
管
理
者
の
責

任
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
地

域
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
希
望

す
る
区
画
数
を
明
記
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

市
で
は
次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

件
名　

浜
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン

募
集
・
閲
覧
期
間

12
月
１
日
㈭
～
平
成
24
年
１
月

６
日
㈮

閲
覧
場
所

　

市
役
所
本
庁
建
設
企
画
課

　

市
役
所
各
支
所
建
設
課

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
設
企
画
課

（
☎
�
９
６
０
１
）

　

個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事

業
用
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申

平
成
24
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
追
加
審
査
）

石
見
神
楽
定
期
公
演

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

「
わ
た
し
は
、
ま
ち
の
園

芸
家
！
」
事
業
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

税
務
・
納
税

平
成
24
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）の
申
告
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

告
期
限
ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

　

平
成
24
年
１
月
31
日
㈫

申
告
相
談
窓
口
設
置
の
お
知
ら
せ

　

償
却
資
産
の
申
告
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
す
。

期
間　
平
成
24
年
１
月
23
日
㈪
～

27
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

必
要
書
類　
申
告
書
類
一
式
・
法

人
税
又
は
所
得
税
の
確
定
申
告

関
係
書
類
・
印
鑑
（
法
人
の
場

合
は
法
人
印
）

※　

償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
償
却
資
産
申
告
書
（
12
月

上
旬
送
付
予
定
）
に
同
封
し
て

い
る
「
申
告
の
手
引
き
」
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※　

償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い

て
い
な
い
人
又
は
申
告
案
内
が

あ
っ
た
人
で
申
告
が
必
要
な
場

合
は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

　

幼
稚
園
教
育
は
、
家
庭
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
生
涯
に
わ
た
る

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
１
日
の
保
育
時
間

は
４
時
間
程
度
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
護
者
又
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が

在
宅
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入
園
資
格　
市
内
在
住
で
、
次
に

該
当
す
る
幼
児

１
年
保
育
児
（
年
長
児
）

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ

２
年
保
育
児
（
年
中
児
）

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ

３
年
保
育
児
（
年
少
児
）

平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21

年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
料

　

１
人
月
額
７
、
５
０
０
円

申
込
期
間

　

12
月
１
日
㈭
～
12
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

申
込
方
法　
入
園
申
込
書
（
市
教

育
委
員
会
及
び
各
幼
稚
園
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

申
込
み
は
１
園
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
申
込
期
間
後
も
定
員
に

達
し
て
い
な
け
れ
ば
、
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

混
合
学
級
に
つ
い
て

　

美
川
幼
稚
園
は
、
２
年
保
育
児

と
１
年
保
育
児
の
混
合
学
級
と
な

り
ま
す
。
ほ
か
の
幼
稚
園
も
次
の

基
準
に
よ
り
２
学
年
の
異
年
齢
児

に
よ
る
混
合
学
級
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
（
平
成
23
年
度
は
長

浜
幼
稚
園
で
実
施
）。

　

ま
た
、
全
園
児
数
が
30
人
未
満

と
な
る
場
合
は
、
教
頭
が
担
任
を

兼
ね
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※　

３
年
保
育
児
が
定
員
を
上

回
っ
た
場
合
、
４
園
間
で
調
整

の
上
、
原
則
と
し
て
抽
選
と
し

ま
す
。

※　

２
年
保
育
児
及
び
１
年
保
育

児
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
継
続
在
園
者
を
優
先
す
る

こ
と
と
し
、
新
規
募
集
者
の
み

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※　

原
井
幼
稚
園
に
は
特
別
支
援

学
級
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※　

平
成
26
年
度
か
ら
原
井
幼
稚

園
と
石
見
幼
稚
園
を
統
合
し
、

現
在
の
石
見
幼
稚
園
で
の
保
育

を
計
画
し
、協
議
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

原
井
幼
稚
園
（
☎
�
０
０
７
６
）

石
見
幼
稚
園
（
☎
�
０
４
９
３
）

長
浜
幼
稚
園
（
☎
�
０
５
７
５
）

美
川
幼
稚
園
（
☎
�
０
１
８
５
）

混合学級編制基準
区　分 基準園児数

２年保育児と１
年保育児の混合
学級

２年保育児と１年保育児
の合計園児数が25人以下
の場合

３年保育児を含
む混合学級

３年保育児と２年保育児
又は１年保育児の合計園
児数が10人以下の場合

継続在園者数及び新規募集人数 （10月１日現在）

幼稚園名
継続在園者数 新規募集人数

１年保育 ２年保育 ３年保育 １年保育 ２年保育 ３年保育
原井幼稚園 10 10 0 25 25 20
石見幼稚園 11 17 0 59 53 20
長浜幼稚園 8 9 0 27 26 20
美川幼稚園 18 0 7 20
※　継続在園者数とは、平成23年度から持ち上がりとなる予定の園児
数を指します。

※　今後の異動状況により、新規募集人数が変更となる場合があります。

　

10
月
１
日
に
子
ど
も
手
当
特
別

措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
制
度
が
変

わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
支
給
対
象

者
全
員
か
ら
改
め
て
申
請
を
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
末
ま
で
受
給
資
格
が
あ
っ

た
人
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を
９

月
末
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
忘

れ
ず
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
２
月
ま
で
に「
認
定
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

特
例
措
置

　

10
月
１
日
時
点
で
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
人
は
、
特
例
措
置

と
し
て
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

に
申
請
す
る
と
、
10
月
分
か
ら
の

子
ど
も
手
当
を
遡
っ
て
受
給
で
き

ま
す
。

子
育
て

平
成
24
年
度
市
立
幼
稚
園
児

の
募
集

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

た
だ
し
、
次
回
の
子
ど
も
手
当

支
払
日
が
平
成
24
年
２
月
７
日
で

す
の
で
、
こ
の
日
に
10
月
分
か
ら

１
月
分
ま
で
の
子
ど
も
手
当
を
受

給
し
た
い
人
は
、
12
月
28
日
㈬
ま

で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
12
月
28
日
以
降
、
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出

し
た
場
合
は
、
10
月
分
以
降
の
子

ど
も
手
当
は
、
平
成
24
年
６
月
７

日
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、３
月
31
日
を
過
ぎ
る
と
、

申
請
を
し
た
翌
月
分
か
ら
の
支
給

と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

家
庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

保
育
所
は
、
保
護
者
の
様
々
な

事
情
に
よ
り
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
と
き
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て

児
童
を
保
育
す
る
児
童
福
祉
施
設

で
す
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
の
認
可
保

育
所
の
新
規
入
所
（
転
園
希
望
も

含
む
。）
の
申
込
み
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
４
月
以
降
も

現
在
入
所
中
の
保
育
所
に
継
続
入

所
を
希
望
す
る
場
合
の
手
続
は
、

別
途
連
絡
し
ま
す
。

入
所
対
象
児
童

　

保
護
者
や
同
居
者
が
次
の
よ
う

な
事
情
で
、
家
庭
で
保
育
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
児
童

・
家
庭
外
で
常
時
働
い
て
い
る
。

・
家
庭
内
で
家
事
・
育
児
以
外
の

仕
事
を
常
時
し
て
い
る
。

・
母
親
が
出
産
の
前
後
（
２
か
月

程
度
）
で
あ
る
。

・
病
気
又
は
心
身
に
障
が
い
が
あ

る
。

・
病
気
の
家
族
を
常
時
看
護
し
て

い
る
。

・
災
害
な
ど
で
居
宅
を
失
っ
た
。

新
規
入
所
（
転
園
も
含
む
。）
申

込
手
続

申
込
期
間

第
１
次　

12
月
15
日
㈭
～
平
成
24

年
１
月
20
日
㈮

第
２
次　

平
成
24
年
３
月
１
日
㈭

～
９
日
㈮

申
込
方
法

　

保
育
所
入
所
申
込
書
（
本
庁
子

育
て
支
援
課
・
各
支
所
市
民
福
祉

課
・
各
認
可
保
育
所
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
保
育
が

で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
在
職
証
明
書
な
ど
）
と
収
入
が

分
か
る
も
の
（
平
成
23
年
分
の
源

施設の状況 ※　10月１日時点の状況
【認可保育所】

施　設　名 所在地 定員
（人） 開所時間 延長

保育

私
立

ちどり保育所 松原町 60 7:10～19:45 ○
浜田ひかり保育所 原町 90 7:00～19:00 ○
聖バルナバ保育園 浅井町 90 7:10～19:30 ○
みなと保育園 港町 160 7:00～20:00 ○
美川保育園 内村町 70 7:10～19:00 ○
周布保育園 周布町 60 7:15～18:45 ○
長沢保育園 長沢町 120 7:00～20:00 ○
つくし保育園 佐野町 20 7:15～18:45 ○
れんげ保育園 熱田町 60 7:10～19:10 ○
あおい保育園 大辻町 90 7:30～19:00 ○
こくふ保育園 国分町 160 7:00～20:00 ○
みのり保育園 相生町 90 7:15～19:15 ○
有福保育園 下有福町 30 7:00～19:00 ○
ちどり第２保育所 長浜町 50 7:10～19:45 ○
うみかぜ保育園 久代町 45 7:00～20:00 ○
今福保育園 金城町今福 30 7:00～19:00 ○
くもぎ保育園 金城町七条 90 7:15～18:45 ○
波佐保育園 金城町波佐 20 7:15～18:45 ○
おぐに保育園 金城町小国 30 7:00～18:30 ○
安城保育園 弥栄町長安本郷 20 7:15～18:50 ○
杵束保育園 弥栄町木都賀 20 7:15～18:50 ○
三保保育園 三隅町湊浦 45 7:20～18:30
三隅保育所 三隅町向野田 80 7:30～18:30
岡見保育所 三隅町岡見 45 7:30～18:30
井野保育所 三隅町井野 20 7:40～18:00

【認定こども園】

施　設　名 所在地 定員
（人） 開所時間 延長

保育
私
立

日脚保育園 日脚町 120 7:00～19:00 ○
あさひ子ども園 旭町丸原 60 7:15～19:15 ○

泉
徴
収
票
な
ど
）
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込

書
提
出
の
際
に
家
庭
の
状
況
を
面

接
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。

※　

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
所
に

つ
い
て
は
、
直
接
当
該
施
設
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込

期
間
は
、
認
可
保
育
所
と
同
様

で
す
。

入
所
基
準
と
入
所
決
定
の
方
法

　

面
接
に
よ
り
把
握
し
た
家
庭
状

況
を
保
育
所
入
所
面
接
表
に
基
づ

き
点
数
化
を
行
い
、
１
４
０
点
以

上
を
入
所
可
能
と
認
め
ま
す
。

　

入
所
可
能
と
認
め
た
申
込
児
童

数
が
、
保
育
所
の
定
員
を
超
え
た

場
合
に
は
選
考
を
行
い
、
点
数
が

高
い
ほ
ど
必
要
性
が
高
い
と
判
断

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
入
所
を

決
定
し
ま
す
。

※　

父
又
は
母
が
就
職
活
動
を
し

て
い
る
場
合
、
入
所
要
件
を
満

た
す
と
認
め
た
申
込
児
童
数
が
、

希
望
し
た
保
育
所
の
定
員
を
超

え
な
い
場
合
は
１
次
募
集
期
間

終
了
後
の
選
考
に
よ
り
入
所
の

決
定
を
行
い
ま
す
が
、
保
育
所

の
定
員
を
超
え
る
場
合
は
２
次

募
集
期
間
終
了
後
の
選
考
に
よ

り
入
所
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

保
育
料

　

保
育
料
は
、
保
護
者
の
前
年
の

所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
状
況
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。
保
育
所
に
在

籍
し
て
い
る
間
は
、
出
欠
席
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
保
育
料
の
納
入

が
必
要
で
す
。

保
育
の
実
施
期
間

　

保
育
の
実
施
期
間
は
、
小
学
校

就
学
始
期
ま
で
の
範
囲
内
で
保
護

者
及
び
同
居
の
親
族
な
ど
が
児
童

を
保
育
で
き
な
い
期
間
で
す
。

平
成
24
年
４
月
か
ら
の

保
育
所
新
規
入
所
児
童

の
募
集
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17　　　広報はまだ：平成23年12月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

な
お
、
就
職
活
動
を
理
由
と
す

る
保
育
の
実
施
期
間
は
、
最
長
で

３
か
月
間
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
６
日
㈫
・
平
成
24
年 

１
月
10
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部

（
☎
�
７
０
９
３
）

　

初
歩
き
で
身
も
心
も
ス
ッ
キ
リ

し
て
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　
平
成
24
年
１
月
３
日
㈫

（
雨
天
中
止
・
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～

出
発
時
間　
午
前
10
時

集
合
場
所　
三
階
小
学
校
玄
関
前

広
場

コ
ー
ス　
三
階
山（
７
㎞
コ
ー
ス
・

10
㎞
コ
ー
ス
か
ら
選
択
で
き
ま

す
。）

参
加
料　
無
料

※　

保
険
料
は
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
12
月
23
日
㈷

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０-

９
５

０
７-

１
７
５
５
）

郷土料理とは

　その地域から得られる食材を使っていることが主
な特徴となりますが、調理方法や調味方法もほかに
は見られない独特なものである傾向もみられる料理
です。その多くは家庭料理とも重なり、おふくろの
味など地方出身者が故郷で慣れ親しんだ料理を指す
場合もあります。

弥栄の郷土料理～うずめ飯～

　石見地区では、どこでもみられる郷土料理です。
親しい人の集まりや季節を問わず、よく作ります。
山菜をごはんの底に埋めて、伏し目がちに供したこ
とから、うずめ飯という名がついたといわれていま
す。
　弥栄のうずめ飯は、主に初冬から春先までの季節
に、遠来のお客様をもてなす料理でした。現在は、
干ししいたけを使用していますが、以前はなば（山
のきのこ）と根菜を使い、だしとして鮎・鶏・野う
さぎなど、山・川のものを使用し、大切なお客様を
もてなしていました。元来、うずめ飯には、山郷の
素朴な味、それでいて温かい人々の思いがつまって
います。「奥深い山里で何もありませんが…」と遠
慮がちに出される山里の恵みがぎっしりとつまって
いる一椀です。かつて弥栄はわさびの宝庫で、ツン
とくるわさびの風味もたまらない一品です。

（弥栄支所市民福祉課）

うずめ飯の作り方

【材料（４人分）】
米…２合　　　　　　人参…30ｇ
ごぼう…40ｇ　　　　里芋…120ｇ
干ししいたけ…２枚　厚揚げ…120ｇ
わさび…８ｇ　　　　三つ葉（せり）…30ｇ
だし汁…３カップ強
（昆布１枚・かつお節１カップ）
酒…25㏄　　　　　　しょうゆ…25㏄
みりん…25㏄　　　　塩…小さじ１／５
片栗粉…大さじ１と１／３　　
【作り方】
①　米はといで、普通の水加減で炊く。
②　だし昆布とかつお節でだしをとる。
③　里芋・戻した干ししいたけ・油抜きした

厚揚げは小口切り（食べやすい大きさ）、
人参・ごぼうはささがきにする。煮えにく
い野菜から②のだし汁で煮る。

④　具が煮えたら、調味料を加えて味を整え、
片栗粉でとろみをつける。

⑤　大きめの椀に熱い④を入れ、ごはんをそ
の上に形よくのせる。わさびと三つ葉をご
飯の上にのせる。

※　次回１月号は、『子育て』についてのコ
ラムを掲載します。

健
康
・
福
祉

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を

開
設
し
ま
す

歩
く
健
康
づ
く
り
普
及
事
業

～
初
歩
き
三
階
山
登
頂

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

食 育 コラムコラム 浜田の郷土料理の紹介
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安
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産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　１月以降のがん検診日程については、「平成23
年度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診す

ることができます。
問い合わせ先
　本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）
　各支所市民福祉課

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性　
実施期間　平成24年２月29日㈬まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　産婦人科江木医院　12月２日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　12月５日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。乳がん検診　　対象　35歳以上の女性

※　予約が必要です。
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成24年２月29日㈬まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

子宮頸がん検診　　対象　20歳～49歳の女性
　平成23年度から、子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰ
Ｖ（ヒトパピローマウイルス）検査を無料で受けるこ
とができます。
※　医療機関と検診車では、対象年齢が異なりますの
で注意してください。

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会場
浜
田 12月15日㈭ 13:30～14:30 浜田保健所

三
隅

12月15日㈭ 9:00～10:00 海石集会所
10:30～11:00 白砂公民館

12月16日㈮

9:00～　9:30 みのり会館
10:30～11:00 黒沢公民館
13:00～13:45 岡見公民館
14:30～15:00 三保公民館

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

日
時　
12
月
14
日
㈬
・
平
成
24
年

１
月
11
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

担
当
者　
山
本
喜
志
恵
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

　

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

65
歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い

が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、

市
長
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
所
得
税
及
び
市
民
税
県
民
税

の
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

対
象
者

①　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人

②　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
が
障
が
い
の
あ

る
人

※　

該
当
す
る
人
又
は
、
該
当
す

る
人
を
扶
養
し
て
い
る
人
で
障

害
者
控
除
の
申
告
を
す
る
人
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

な
お
、
既
に
障
害
者
控
除
を

受
け
て
い
る
人
及
び
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

控
除
額

所
得
税

・
障
害
者
控
除　
　
　

27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　

40
万
円

市
民
税
県
民
税

・
障
害
者
控
除　
　
　

26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　

30
万
円

　

障
が
い
者
本
人
で
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
市

民
税
県
民
税
が
非
課
税
に
な
り
ま

す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

平
成
23
年
中
（
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）
に
納
付
し
た
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
で
手
続
を
す
る

こ
と
に
よ
り
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

手
続
の
際
に
必
要
と
な
る
年
間

納
付
額
の
分
か
る
書
類
を
次
の
と

お
り
送
付
又
は
窓
口
で
交
付
し
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

年
末
調
整
で
必
要
な
人

　

窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
必
要
な
人

　

社
会
保
険
の
保
険
者
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※　

年
金
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
が
発
行
す
る
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
社
会
保

険
料
支
払
額
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
社
会
保
険
の
保
険
者

か
ら
の
お
知
ら
せ
は
あ
り
ま
せ

ん
。

12月各種がん検診の日程

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者

控
除
の
認
定

保
険
・
医
療
・
年
金

社
会
保
険
料
控
除
に
係
る
保

険
料
納
付
額
の
お
知
ら
せ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
及
び
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
に
つ
い
て
は
、『
広
報
は
ま

だ
』11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
時
期　
１
月
中
旬

交
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
料

本
庁
税
務
課

（
☎
�
９
２
３
１
）

介
護
保
険
料

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

（
☎
�
１
５
２
０
）

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
２
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者
が
、
特
別
な
事
情
に

よ
っ
て
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な

り
、
入
院
医
療
費
の
一
部
負
担
金

の
支
払
が
困
難
で
あ
る
場
合
、
申

請
に
よ
り
一
部
負
担
金
の
免
除
を

行
い
ま
す
。

免
除
の
要
件

⑴　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と

⑵　

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
収
入

合
計
が
、
生
活
保
護
法
に
定
め

る
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

※　

た
だ
し
、
災
害
や
離
職
な
ど

で
収
入
が
激
減
し
た
世
帯
は
、

生
活
保
護
法
に
定
め
る
基
準
の

１
・
１
倍
以
下
で
免
除
と
す
る
。

⑶　

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
預
貯

金
の
合
計
が
、
生
活
保
護
法
に

定
め
る
基
準
の
３
か
月
以
下
で

あ
る
こ
と

免
除
の
対
象

・
平
成
23
年
12
月
診
療
以
降

・
お
お
む
ね
３
か
月
以
内
の
入
院

（
事
情
に
よ
っ
て
は
最
大
６
か

月
ま
で
延
長
可
能
）

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は

次
の
案
件
に
つ
い
て
、
広
く
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

件
名　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
（
概
要
）

募
集
・
閲
覧
期
間

　

12
月
中
旬
か
ら
30
日
程
度

閲
覧
場
所

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課

・
浜
田
市
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉

課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
江
津
市
健
康
医
療
対
策
課
及
び

桜
江
支
所

※　

浜
田
市
・
江
津
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　

美
川
公
民
館
は
、
美
川
地
区
成

人
式
の
準
備
の
た
め
、
12
月
28
日

㈬
は
休
館
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
行
政
窓
口
も
休
み
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

公
民
館
業
務
に
つ
い
て

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
）

行
政
窓
口
に
つ
い
て

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

対
象　
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

浜
田

　

式
典
・
参
加
者
全
員
で
の
記
念

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
24
年
１
月
８
日
㈰

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

式
典　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

※　

個
人
あ
て
の
案
内
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
次
の
人
も
参
加
で
き

ま
す
。

・
浜
田
市
出
身
で
現
在
市
外
に
住

ん
で
い
る
人

・
浜
田
市
出
身
で
は
な
い
が
、
現

在
浜
田
市
に
住
ん
で
い
る
人

・
ほ
か
の
自
治
区
出
身
の
人

※　

新
成
人
の
家
族
も
入
場
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
）

金
城

　

式
典
・
参
加
者
全
員
で
の
記
念

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬

受
付　
午
前
８
時
30
分
～

式
典　
午
前
10
時
～

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
金
城
分
室

（
☎
�
１
２
３
７
）

旭
　

式
典
・
お
茶
席
・
参
加
者
全
員

で
の
記
念
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬

受
付　
午
前
10
時
～

式
典　
午
前
11
時
～

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
旭
分
室

（
☎
�
１
４
４
０
）

※　

金
城
・
旭
自
治
区
の
対
象
者

に
は
案
内
を
す
る
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
入
院
療

養
に
係
る
一
部
負
担
金
の

免
除

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

美
川
公
民
館
休
館
の
お
知
ら
せ

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

平
成
24
年
浜
田
市
成
人
式
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
24
年
度
前
期
分
助
成
事
業

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業　
平
成
24
年
４
月
か
ら

平
成
25
年
３
月
に
実
施
・
完
了

す
る
事
業
で
、
地
域
文
化
の
振

興
・
芸
術
文
化
の
振
興
・
国
際

文
化
の
交
流
に
貢
献
す
る
と
認

め
ら
れ
る
民
間
団
体
に
よ
る
自

主
的
か
つ
創
造
的
事
業

※　

営
利
法
人
や
行
政
機
関
が
実

質
主
体
者
で
あ
る
団
体
は
対
象

外
で
す
。

助
成
金
額　
対
象
経
費
の
１
／
２

以
内
で
、
10
万
円
単
位

申
込
方
法　
助
成
申
請
書
（
本
庁

文
化
振
興
課
及
び
各
支
所
教
育

委
員
会
分
室
・
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

募
集
締
切
日　
12
月
20
日
㈫

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ
ン

ド
事
務
局
【
〒
６
９
０-

８
５

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地

（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
４
１
２
）】

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
ク

リ
ス
マ
ス
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
外
国
か
ら
来
た
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
遊
び
や
歌
な
ど
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？

対
象　
小
学
生

日
時　
12
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
長
浜
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
30
人

料
金　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
９
日
㈮

韓
国
サ
ロ
ン

　

今
年
の
冬
は
、
家
庭
で
本
格
的

な
白
菜
キ
ム
チ
を
作
り
ま
せ
ん

か
？
材
料
さ
え
そ
ろ
え
ば
、
意
外

と
簡
単
に
漬
け
ら
れ
る
の
で
す
。

ま
ず
は
、
大
勢
で
楽
し
く
挑
戦
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
13
日
㈫

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
３
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
）

※　

塩
漬
け
し
た
白
菜
１
玉
、
密

閉
容
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
白
菜
の
塩
漬
け
の
レ
シ
ピ

は
、
事
前
に
送
付
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
12
月
８
日
㈭

中
国
語
講
座
入
門
編

　

今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
言
語
・

中
国
語
の
基
礎
を
教
わ
り
ま
せ
ん

か
？
中
国
語
が
全
く
初
め
て
の
人

も
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
12
月
15
日
㈭
・
22
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
長
浜
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

料
金　
４
０
０
円

（
会
員
２
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
14
日
㈬

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク

　

多
く
の
国
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

と
い
え
ば
盛
大
な
祝
宴
を
楽
し
む

日
で
す
。
皆
さ
ん
も
ク
リ
ス
マ
ス

気
分
に
な
っ
て
、
様
々
な
料
理
が

そ
ろ
う
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
い
ろ
い
ろ
な

国
の
人
と
温
か
い
ク
リ
ス
マ
ス
・

シ
ー
ズ
ン
の
思
い
出
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

※　

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
と
は
、
持
ち

寄
り
パ
ー
テ
ィ
ー
の
こ
と
で

す
。

日
時　
12
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
25
人

料
金　
無
料

※　

料
理
を
１
品
持
っ
て
来
て
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
12
月
15
日
㈭

　

浜
田
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日

本
の
お
正
月
を
留
学
生
た
ち
に
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
末
か
ら
１
月
の
初
め
に
か

け
て
、
１
日
又
は
１
泊
の
予
定
で

す
。
留
学
生
を
家
庭
に
招
待
し
た

い
と
思
わ
れ
る
人
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
受
入
先
家
庭
の
募
集

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

対
象　
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生

日
程

　

前
期
１
回
目　

12
月
３
日
㈯

　
　
　

２
回
目　

12
月
17
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

※　

１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で

す
。

※　

前
期
参
加
者
は
、
平
成
24
年

２
月
開
催
予
定
の
後
期
教
室
に

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

定
員　
各
回
30
人
程
度

参
加
料　
１
回
分
６
５
０
円

（
貸
靴
代
・
滑
走
料
）

申
込
方
法　
直
接
、
参
加
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
・
▢FAX
�

５
０
９
０
）

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ

ン
ド
か
ら
の
お
知
ら
せ

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
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↑地元食材をふんだんに使ったＢＢ
大鍋 ↑大人気のＢ級グルメフェスティバル

↑
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
石
見
神
楽
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
・
よ
さ
こ
い
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

↑
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
和
太
鼓
は
弥
栄
中
学
校

の
生
徒
が
演
奏
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
保
育
園
児
や
小
学
生
の
子
ど

も
神
楽
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑集落コーナーで今年も大賞をとった
栃木集落

表彰を受ける栃木集落の代表者→

↑
み
ん
な
大
好
き

「
も
ち
ま
き
」

←消防署によるはしご車
体験、高さは30ｍ

↑航空券などの豪華商品が手に入る、紙飛行機飛
ばしでは会場が大盛り上がり

♥Town Topics まちのわだい

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
は
ま
だ
・
や
さ
か
編
）

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
は
ま
だ
・
や
さ
か
編
）

はまだ
11月３日㈷

BB大鍋フェスティバル2011
（浜田漁港周辺特設会場）

やさか
11月３日㈷

第24回弥栄産業まつり
（市役所弥栄支所前イベント広場）
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　　　雲城山で苗木を植える参加者

　10月29日㈯、「森づくりは海づくりin浜田～金城植樹祭～」が
きんたの森交流館と雲城山で開催されました。
　この活動は、島根県みーもの森づくり事業を活用し、漁業・
林業関係者をはじめ、児童や生徒などが一緒になって植林作業
に取り組むことで、環境と森林・海のつながりについての知識
を学んでもらおうと開催したものです。
　当日は、110人の参加があり、広葉樹の植栽作業や、木材へ
の触れ合いや関心を持ってもらうための木工教室も行われ、マ
イ箸作りや鳥の巣箱作りも体験しました。

　10月30日㈰、「第10回近畿弥栄会定期総会・懇親会」が大阪
府の弥生会館で開催されました。
　100人を超える近畿地方在住の弥栄出身者が参加し、会場で
はどぶろくやみそ・干ししいたけなどの農産加工品の販売が行
われ、参加者はふるさとを懐かしみながら次々と商品を購入し
ていました。また、杵束社中による石見神楽が上演され、間近
で見る舞の迫力に感嘆の声が上がりました。
　結成から10周年の節目ということもあり、出身者同士の絆が
更に強くなったことと思います。

　10月30日㈰、浜田市防災訓練が国府小学校で実施されました。
今年度は、「島根県西部において震度６強の地震が発生し、各
地で住宅の倒壊や土砂崩れが発生、海岸部では津波の来襲が予
想される」との想定で行いました。
　訓練では、避難誘導や倒壊家屋からの救出訓練などを実施。
また、治療の優先順を決めるトリアージ訓練では、外国人と通
訳が共に行動し、医療班にけがの症状を通訳する訓練も実施さ
れました。各機関・団体が相互に連携を確認しながら真剣に訓
練に臨み、防災意識の高揚につながる訓練となりました。

大
お ろ ち

蛇の迫力に会場は大盛り上がりでした

トリアージ訓練に参加した外国人やサポーター

　10月30日㈰、「第3回三隅城のろしリレー」が行われました。
　この催しは、中世の豪族・三隅氏の居城（高城）と周辺の出
城をのろしで結び、地域の歴史に触れるとともに地域間の連携
を深めることを目的に行っており、今年で３回目になります。
　小雨の中、８か所の各城跡に地域住民と地元中学生が待機。
起点となる高城から白煙ののろしが上がると各出城から次々と
のろしが上がり、戦国時代をほうふつとさせる光景でした。
　参加者は、各城跡から立ち上るのろしを見て、歴史ロマンに
思いをはせていました。各城跡で、のろしが上がりました（高城山山頂）

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

やさか

みすみ戦国時代にタイムスリップ！？
～ 第3回三隅城のろしリレー ～

地震・津波災害に備えて
～ 平成23年度浜田市防災訓練 ～

結成１０周年近畿弥栄会
～ 第10回近畿弥栄会定期総会・懇親会 ～

2011森づくりは海づくりin浜田
～ 金城植樹祭（みーもの森づくり事業） ～

かなぎ
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　10月29日㈯、「地域みんなの交通安全教室inかなぎ」がふれ
あいジム・かなぎで開催されました。
　この催しは、内閣府の事業を活用し、浜田市交通安全協会、
交通指導員など交通関係団体で実行委員会を立ち上げ、子ども・
親・高齢者の三世代で交流を図りながら、交通安全について楽
しく学んでもらおうと企画したものです。
　この日、くもぎ保育園の園児や保護者、高齢者クラブなどか
ら93人の参加があり、交通安全クイズをはじめ、歩行実技・反
射材効果実験・白バイ試乗をみんなで体験しました。

医療センター内で行われた注射体験

10月23日㈰、「浜田駅北医療フェスタ」が浜田医療センター
及びその周辺で開催されました。

この催しは、地元の町内会と企業・医療センターが一体となっ
て企画。屋外会場では、募金や展示コーナー、屋台村の出展が
あり、またステージ上で吹奏楽や田ばやし、石見神楽などが上
演されました。医療センター内では、一日院長・看護部長体験
や医療体験、白衣での写真撮影などが行われました。

訪れた人は、様々な催しを通して医療に対する関心を高めて
いました。

　10月23日㈰、第３回旭わんぱく道場「いもほり＆すたー☆
うぉっちんぐ」が山ノ内梨園で行われました。
　この日は、約40人の親子が参加し、第１部の芋掘りでは、子
どもたちは畑の中で歓声を響かせ、泥んこになりながら、大き
な芋をいくつも掘り出し、収穫の喜びをかみしめていました。
　第２部の星空観測会では、美しい星空の下、講師の先生の話
に静かに耳を傾け、秋の夜空を楽しみ、参加者は楽しい秋の１
日を満喫しました。

　10月26日㈬（いのちと安全安心の日）、教育委員会ボランティ
ア表彰が美川小学校で行われました。
　これは、子ども見守り活動や青少年健全育成活動などを行っ
ている団体及び個人を表彰するものです。地域の子どもたちを
温かく見守り、育ててもらえることに感謝します。
【団体】　有福安全見守り隊・後野松壽会・岡見ぐるっと見守

り隊・波佐地区子ども見守り隊・美川地区子ども見守り隊
【個人】　児玉光子さん（原井小学校）・宮本勉さん（周布小学

校）・松浦壽さん（周布小学校）・其原清弘さん（美川小学校）

大きな芋の収穫に大喜びの子どもたち

表彰を受ける美川地区子ども見守り隊の代表者

車に気をつけてみんな上手に横断できました

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

芋掘りと天体観測で秋を満喫
～ いもほり＆すたー☆うぉっちんぐ ～

あさひ

地域の安全は地域で守る
～ 子ども見守り隊などを表彰 ～

かなぎ三世代交流で交通安全を楽しく学ぶ
～ 地域みんなの交通安全教室ｉnかなぎ ～

医療への関心高まる
～ 2011浜田駅北医療フェスタ ～
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シャフルボード会場の様子

　10月16日㈰、「第１回企業・職域対抗フットサル交流会」が
フットサルやさか競技場で開催されました。浜田市内及び近隣
の企業や職場で構成された12チームが参加し、大会を大いに盛
り上げました。優勝は「浜田クリーン」チームでしたが、参加
チームはそれぞれレベルに差はあるものの、チームの個性を出
しきっていました。また、大会の本戦のほかに交流戦も行われ、
参加チームはゲームを楽しみました。
　この交流会は、今後毎年開催される予定となっており、フッ
トサル場の有効活用につながることが期待されます。

ユーモラスな恵比寿の舞に客席は釘付け

白熱したプレイが展開されました

　10月15日㈯、絵本作家の「のぶみさん」を招いてのワーク
ショップが三隅中央会館で開催されました。
　のぶみさんは、東京都出身の人気作家で、子どもも大人も楽
しめる絵本で多くの読者の心をつかんでいます。
　この日は、子どもから大人まで260人が来場。のぶみさんは
身振り手振りを織り交ぜた絵本の読み聞かせや、「怪獣たいじ」・
「風船ばくだんゲーム」など、子どもたちが会場を走り回って
遊ぶことのできるワークショップを行いました。
　会場を魅了したのぶみさんに、盛大な拍手が送られました。絵本の読み聞かせをするのぶみさん

　10月９日㈰、「第23回弥栄自治区スポーツ大会」が自治区内
の各会場で行われました。
　このスポーツ大会は、７種目の競技の中から参加者が年齢や
体の状態に応じた種目を選べるということで、参加率が非常に
高く、今年度も自治区人口の約１／３にあたる約480人が参加
しました。競技性の強いゲートボールやソフトボールでは、遊
びを越えた真剣勝負が繰り広げられました。そのほかの競技で
も、子どもから高齢者まで、幅広い年齢層の参加者が体と頭を
使ってのびのびと競技を楽しんでいました。

　９月17日から11月26日までの毎週土曜日、ゆったり神楽が旭
温泉で上演されました。この神楽は、旭温泉で秋の風物詩とし
て定着し、旭自治区内の各神楽社中が趣向を凝らした勇壮華麗
な神楽を目当てに、町内外から多くの人が訪れました。
　10月15日㈯は、和田神楽会による恵比寿などが披露され、岡
山県から家族で訪れた勝

か つ

浦
う ら

瑶
よ う

聖
せ い

さん（６歳）は、「大きな太鼓
の音にびっくりした。神楽の衣装を着たり、弓矢をもらったり
してうれしかった。」と感激していました。

♥Town Topicsまちのわだい

みすみ

あさひ

やさか自治区のみんなで運動する日
～ 第23回弥栄自治区スポーツ大会 ～

やさかフットサルコートの有効活用を
～ 第１回企業・職域対抗フットサル交流会 ～

絵本ライブは大盛況
～ 三隅図書館カウントダウンライブ2011 ～

湯あがりに優雅な舞を堪能
～ 旭温泉ゆったり神楽 ～
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講座Ⅶ　本と図書館のWaku²（わくわく）ツアー
12月14日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　村井洋先生（浜田キャンパス）
　演題　老いの楽しみ：キケロー
　　 　　『老年について』を読む
　場所　島根県立大学メディアセンター多目的演習室
講座Ⅰ　石見に生きる～石見の元気人が話す
12月21日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　岩井賢朗さん（㈲真砂代表取締役）
　演題　山里起業から10年～その光と影・未来へ
　場所　島根県立大学講義・研究棟中講義室３
※　浜田キャンパスサポーターを募集しています。
詳しくは、島根県立大学ホームページをご覧くだ
さい。
問い合わせ先　交流研究課（☎�２２０１）

　大学院北東アジア開発研究科（北東アジア専攻・
地域開発政策専攻）の社会人特別選抜試験を実施し
ます。出願手続や試験科目は、募集要項で確認して
ください。
出願期間
　平成24年１月26日㈭～２月３日㈮
試験日
　平成24年２月18日㈯・19日㈰
問い合わせ先　
　教務学生課
（☎�２２１３）

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
第
12
回

海
遊
祭
実
行
委
員
会
委
員
長
の
中
川

宗
太
で
す
。

　

初
め
に
、
こ
の
た
び
は
、
海
遊
祭

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
海
遊
祭
実
行
委
員

一
同
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
行
わ
れ
た
海
遊
祭
は

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
大
成
功
と

な
り
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
お
褒
め

の
言
葉
を
も
ら
い
、
学
生
な
が
ら
も

こ
こ
ま
で
、
精
一
杯
よ
く
頑
張
っ
た

な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

共
に
海
遊
祭
を
成
功
さ
せ
た
実
行

委
員
は
私
に
と
っ
て
、
一
生
の
宝
物

で
す
。
実
行
委
員
の
み
ん
な
、
最
後

ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
学
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
島
根
県
立
大
学
第

８
回
運
動
会
開
催
実
行
委
員
会
で
す
。

　

浜
田
市
の
皆
さ
ん
や
浜
田
市
内
の

企
業
の
協
力
に
よ
り
、
去
る
10
月
15

日
㈯
に
島
根
県
立
大
学
第
８
回
運
動

会
を
無
事
開
催
し
、
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
多
く
参
加
し
て
も
ら
い
、
実

行
委
員
だ
け
で
な
く
島
根
県
立
大
学

生
一
同
、
大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
運
動
会
が
浜
田
市
の
皆
さ

ん
と
島
根
県
立
大
学
生
の
良
い
交
流

の
場
と
な
る
よ
う
実
行
委
員
一
同
、

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
㈬
、「
国
際
文
化
交
流

の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
学

へ
来
て
も
ら
い
、
世
界
の
様
々
な
文

化
に
触
れ
な
が
ら
学
生
や
教
職
員
と

の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

　

第
１
部
（
午
後
３
時
45
分
～
）
は

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
学
生
の
企
画
に
よ

る
交
流
会
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た

後
、
キ
ャ
ン
ド
ル
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
キ
ャ
ン
パ
ス
を
照
ら
し
ま

す
。

　

続
く
第
２
部（
午
後
５
時
15
分
～
）

で
は
講
堂
で
、
学
生
・
留
学
生
に
よ

る
歌
や
ダ
ン
ス
の
披
露
の
ほ
か
、
石

見
智
翠
館
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
を

招
い
て
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
第

２
部
の
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で

す
。
多
数
の
来
校
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

vol.98
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

公開講座のご案内 大学院北東アジア開発研究科
社会人を対象に入学試験を実施します

海
遊
祭
お
礼

海
遊
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

学
部
２
年　
中
川
宗
太

運
動
会
お
礼

運
動
会
開
催
実
行
委
員
会
代
表

学
部
４
年　
的
山
菜
々
美

第
11
回
「
国
際
文
化
交
流
の

夕
べ
」
の
ご
案
内
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　今年も12月に「石見の冬至祭り・光の回廊」を開催します。
会場に展示する照明作品を募集します。石州和紙や竹など素
材は問いません。学校・グループでの応募も大歓迎です。

※　光源（電球など）について
は、事前に問い合わせてくだ
さい。

○石見の冬至祭り・光の回廊
期間　12月10日㈯～25日㈰
場所　石正美術館ギャラリー

問い合わせ先
　石正美術館
（☎�４３８８）

光の回廊

　

日
本
画
家
・
石
本
正
の
ふ
る
さ
と

（
浜
田
市
三
隅
町
）
に
は
、
国
指
定

重
要
無
形
文
化
財
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
「
石

州
半
紙
」
が
あ
り
ま
す
。

　

石
本
は
石
正
美
術
館
開
館
前
に
石

州
和
紙
に
出
会
い
、
ふ
る
さ
と
の
紙

に
描
き
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
願
い
を
受
け
て
、
地
元

の
和
紙
職
人
に
よ
っ
て
新
た
な
紙
が

漉す

か
れ
、
そ
の
紙
は
石せ

き
し
ょ
う
し

正
紙
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、画
家
は
こ
の

紙
の
強
靭
な
性
質
や
独
特
の
風
合
い

を
愛
し
、現
在
も
使
い
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
企
画
展
で
は
、
ふ
る

さ
と
の
紙
に
多
様
な
表
現
方
法
で
描

か
れ
た
作
品
を
通
し
て
、
絵
を
描
く

喜
び
と
、
91
歳
に
な
っ
た
今
も
「
描

き
た
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
浮
か
ん
で

く
る
」
と
い
う
現
在
の
石
本
の
姿
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

期
間　
12
月
10
日
㈯
～
平
成
24
年
３

月
25
日
㈰

料
金

　

一
般　

５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

《展示室》

○開館10周年記念特別展
12月４日㈰まで

【本館】「石本正新作展　視線のかなたに」
【新館】「Ｉｍｉｔａｚｉｏｎｅ（イミタツィオーネ）

～模写の感動と歓び～」

《ギャラリー展示》

ペンタックスファミリー石見山口支部写真展
　　12月４日㈰まで
石見の冬至祭・光の回廊
　　12月10日㈯～25日㈰

《イベント情報》

年賀状に龍を描こう“古典絵画からの模写”
　　12月３日㈯　午後１時～２時30分
光の回廊ワークショップ
　　12月10日㈯　午後１時～４時
光の回廊ライトアップ（夜間開館）
　　12月22日㈭～24日㈯　午後５時～９時
しめ縄づくり
　　12月24日㈯　午後１時～４時
昔話の世界（出演：ＳＯＮＯＫＯほか）
　　12月24日㈯　午後７時～８時
休館日のお知らせ
　展示替え：【本館】12月５日㈪～９日㈮
　　　　　　【新館】12月５日㈪～25日㈰
　年末年始：12月26日㈪～平成24年１月１日㈷

「慕情」（2005年）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

◎光の回廊、照明作品募集

企
画
展
「
石
本
正
の
ア
ト

リ
エ
Ⅱ
」
の
お
知
ら
せ



27　　　広報はまだ：平成23年12月号

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

現
在
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
開

催
中
の
展
覧
会「
木
の
お
も
ち
ゃ
展
」

で
は
、木
の
お
も
ち
ゃ
作
品
で
遊
ぶ
、

子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
本
展
は
、
木
の
お

も
ち
ゃ
作
家
・
樋
口
一
成
さ
ん
の
作

品
を
中
心
に
、ぬ
く
も
り
の
あ
る“
木

の
お
も
ち
ゃ
”
を
楽
し
む
こ
と
が
で

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
い
ろ
い
ろ
な
木
片
を
組
み
合
わ
せ

て
木
の
車
を
作
ろ
う
！
》

　
「
木
の
お
も
ち
ゃ
展
」
出
品
作
家

の
樋
口
さ
ん
と
、
世
界
に
一
つ
だ
け

の
木
の
車
を
作
ろ
う
。

◎
12
月
23
日
㈷

●
定
員　
先
着
30
人

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

12
月
の
休
館
日

月
曜
日　
５
日
・
12
日
・
19
日
・

　
　
　

26
日

年
末
年
始　
28
日
㈬
～
平
成
24

　
　
　
　

年
１
月
１
日
㈷

き
ま
す
。
樋
口
さ
ん
が
考
案
し
た
お

も
ち
ゃ
は
、
木
の
ボ
ー
ル
が
カ
タ
カ

タ
と
音
を
た
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き

を
し
な
が
ら
転
が
っ
て
い
く
楽
し
い

作
品
で
す
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
樋
口
さ
ん
と
地

元
の
木
工
業
界
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
も
見
ど
こ
ろ
の

ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
作
品
は
１
・
５

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
型
作
品
で
、
島

根
県
産
の
材
料
を
使
い
地
元
浜
田
で

制
作
し
ま
し
た
。
地
元
企
業
の
技
術

と
地
元
木
材
の
魅
力
に
も
注
目
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
檜
の
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
や
杉
の
間
伐
材
を
使
っ
た
積

み
木
、
ウ
ッ
ド
パ
ネ
ル
の
迷
路
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
地
元
の
自

然
素
材
で
作
ら
れ
、
触
っ
て
遊
べ
る

参
加
体
験
型
の
作
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。
見
る
だ
け
で
な
く
、
五
感
全
て

を
使
っ
て
、
木
の
優
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
平
成
24
年
１
月
９
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

　

段
ボ
ー
ル
で
迷
路
を
作
っ
て
、

ビ
ー
玉
を
転
が
し
て
遊
ぼ
う
。

◎
12
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
自
然
の
リ
ー
ス
》

　

自
然
の
つ
る
や
木
の
実
を
使
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
に
挑
戦
！

◎
12
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

●
講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
ア
ニ
マ
ル
ボ
ー
ド
》

　

動
物
の
形
に
切
ら
れ
た
板
に
色
を

塗
っ
て
、
か
わ
い
い
ボ
ー
ド
を
作
ろ

う
。

◎
12
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
》

　

よ
く
飛
び
跳
ね
る
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

◎
12
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

ボールプール

森のたまてばこ

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.180

有

料

広

告

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

木
の
お
も
ち
ゃ
展
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■
大
人
向
け
の
本
■

王
国　
　
　
　
　
　
　

中
村
文
則

す
べ
て
真
夜
中
の
恋
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　

川
上
未
映
子

草
原
の
風
（上）　
　
　

宮
城
谷
昌
光

そ
ら
を
み
て
ま
す
な
い
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

椎
名
誠

春
か
ら
夏
、
や
が
て
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
野
晶
午

０
０
７
白
紙
委
任
状

　

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

現
代
日
本
建
築
家
列
伝

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
太
郎

輸
入
食
材
使
い
こ
な
し
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　

成
美
堂
出
版
編
集
部

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

さ
ん
す
う
サ
ウ
ル
ス

　

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
マ
ー
ケ
ル

さ
あ
、
と
ん
で
ご
ら
ん
！

　

サ
イ
モ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ

空
の
絵
本　
　
　

荒
井
良
二

み
ー
つ
け
た
っ

　
　
　
　
　

い
し
い
つ
と
む

わ
が
は
い
は
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う

　
　
　
　
　
　
　

飯
野
和
好

ぶ
つ
く
さ
モ
ン
ク
タ
ー
レ
さ

ん　
　
　
　
　
　

西
村
敏
雄

あ
か
い
ぼ
う
し
の
ゆ
う
び
ん

や
さ
ん　
こ
う
も
と
さ
ち
こ

ピ
ー
ス
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
成
子

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
お
は
な
し
の
会

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ど
こ
ミ
ニ　
い
ろ　
あ
か
い
り
ん

ご
ど
こ
？　
　
　
　
　

山
形
明
美

う
さ
ぎ　
う
さ
ぎ　
こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
典
子

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
か
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　

た
し
ろ
ち
さ
と

モ
ナ
ミ
は
世
界
を
終
わ
ら
せ
る
？

　
　
　
　
　
　

は
や
み
ね
か
お
る

青
い
鳥
文
庫　
獣
の
奏
者
１
巻
～

７
巻　
　
　
　
　
　

上
橋
菜
穂
子

■
大
人
向
け
の
本
■

境
遇
＋
あ
お
ぞ
ら
リ
ボ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湊
か
な
え

は
や
く
名
探
偵
に
な
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
川
篤
哉

真
夜
中
の
探
偵　
　

有
栖
川
有
栖

サ
ン
タ
の
お
ば
さ
ん　
東
野
圭
吾

韓
国
ご
は
ん　
　
　
　

コ
ウ
静
子

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

※　

12
月
は
、
お
休
み
し
ま
す
。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

小
公
女　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ホ
ジ
ソ
ン
・
バ
ー

ネ
ッ
ト　

と
り
に
な
っ
た
き
ょ
う
り
ゅ
う
の

は
な
し　
　
　
　
　

大
島
英
太
郎

ま
め
う
し
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し

タ
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
５

ソ
フ
ィ
ー
・
オ
ド
ゥ
ワ
ン
・
マ
ミ

コ
ニ
ア
ン

■
大
人
向
け
の
本
■

百
歳　
　
　
　
　
　
　

柴
田
ト
ヨ

こ
い
わ
す
れ　
　
　
　
　

畠
中
恵

一
目
で
わ
か
る
！
最
新
世
界
資
源

マ
ッ
プ　
　
　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

紹介者　小学校５年生　女児
図書名　恐竜がくれた夏休み
著者名　はやみねかおる

　現代に恐竜があらわれた！私は
「子どもっぽい」と思っていました
が、はやみねさんのお話が好きなの
で読んでみることにしました。読む
ごとにはやみねさんのパワー（？）
をかんじました。はやみねさんのお
話は、子どもがむ中になるような話
で、すごくかんどうします。子ども
だけじゃなく、大人にもオススメだ
と思います。

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○12月の休館日　日曜日及び祝日・２９日㈭～
　　　　　　　平成２４年１月３日㈫

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○12月の休館日　23日㈷・28日㈬～
　　　　　　　平成24年１月３日㈫

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○12月の休館日　23日㈷・２９日㈭～
　　　　　　　平成２４年１月３日㈫

図

書

館

情

報

有

料

広

告

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館

≪私の心に残る１冊≫
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
で
、
高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を

駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対

応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
人
を
養
成

す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
な
ど

を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

受
付
締
切
日

　

平
成
24
年
１
月
６
日
㈮
（
必
着
）

応
募
資
格　
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
中
学
校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

第
１
次
試
験

　

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

募
集
締
切
日

　

平
成
24
年
２
月
29
日
㈬
（
必
着
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日　
12
月
４
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
３
０
２
研
修
室

申
・
問　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

　

全
国
か
ら
参
加
す
る
友
達
と
の
交

流
体
験
・
野
外
活
動
体
験
（
か
ま
く

ら
作
り
＆
野
宿
体
験
）・
冬
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
（
カ
ー
リ
ン
グ
・
歩
く
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
）・
冬
の
動

物
視
察
（
旭
山
動
物
園
・
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
里
）、
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
訪
問

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
６
年
生

日　
12
月
25
日
㈰
～
31
日
㈯

定　
先
着
20
人

参
加
費　
出
発
空
港
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

応
募
締
切
日　
12
月
９
日
㈮

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６

１
・
▢ＦＡＸ
０
３-

６
４
５
９-

４
６

３
３
）

Em
ail:info@

kskk.or.jp
http://w

w
w
.kskk.or.jp

日　
平
成
24
年
１
月
15
日
㈰

場　
第
四
中
学
校
校
庭
ス
タ
ー
ト
～

第
四
中
学
校
校
庭
ゴ
ー
ル

参
加
区
分　
男
子
１
部
＝
中
学
校
・

２
部
＝
高
等
学
校
・
３
部
＝
職
域

（
同
一
職
場
で
構
成
）・
４
部
＝

同
好
会

女
子
１
部
＝
中
学
校
・
２
部
＝
一

般
・
高
等
学
校

チ
ー
ム
編
成　
監
督
１
人
・
選
手
５

人
・
補
員
２
人

※　

小
学
生
の
参
加
は
、
で
き
ま
せ

ん
。

料　
１
チ
ー
ム
７
、
０
０
０
円
（
中

学
校
・
高
等
学
校
チ
ー
ム
は
３
、

０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
21
日
㈬（
必
着
）

申
込
方
法　
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
参
加

料
を
郵
便
振
替
で
締
切
日
ま
で
に

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
口
座
番

号
０
１
３
６
０-

５-

７
２
９
４

　

５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）。

http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/~ha

m
ariku/

申
・
問　
石
見
小
学
校
内　

浜
田
市

駅
伝
競
走
大
会
事
務
局　

伊
津
洋

士
さ
ん
（
☎
�
０
５
１
２
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

まちかど
伝言板

募
　

集

自　
衛　
官

資
格
・
試
験

平
成
24
年
度
第
１
学
期（
４
月
）

放
送
大
学
入
学
生

ち
び
っ
こ
冒
険
学
校

楽
し
さ
丸
ご
と
冬
体
験

in
北
海
道

第
49
回
浜
田
市
駅
伝
競
走

大
会
参
加
チ
ー
ム

有

料

広

告
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日　
平
成
24
年
２
月
26
日
㈰

開
演　
午
後
１
時
30
分
（
予
定
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
特
設
ス
テ
ー

ジ
募
集
ジ
ャ
ン
ル　
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

２
組
・
ジ
ャ
ズ
２
組
・
ロ
ッ
ク
ほ

か
１
組

演
奏
時
間　
１
団
体
あ
た
り
約
15
分

料　
無
料

※　

出
演
団
体
は
、
協
力
し
て
会
場

準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
を
行
い

ま
す
。

申
込
締
切
日　
12
月
20
日
㈫

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
石
央
文
化

ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
持
参
又
は
送
付
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
内　

サ

ウ
ン
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
ね
浜
田
実
行

委
員
会
【
〒
６
９
７-

０
０
２
４

黒
川
町
４
１
７
５
（
☎
�
２
１
０

　

０
）】

h
ttp

://fish
.m

ira
cle.n

e.jp
/

ham
abun/

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
支
え
ら
れ
て

来
年
は
36
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
出
演
者
募
集
に
併
せ
て
、

人
気
演
目
で
あ
る
「
白
波
五
人
男
」

の
キ
ャ
ス
ト
も
公
募
し
ま
す
。

日　
平
成
24
年
５
月
13
日
㈰

　

午
後
１
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日

　

平
成
24
年
１
月
31
日
㈫

申
込
方
法　
住
所
・
出
演
者
名
・
出

演
団
体
名
・
代
表
者
名
・
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
出
演
内
容
を

記
入
の
上
、
送
付
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
【
〒
６
９
７-

０
０
２
７

殿
町
１
２
４-

２
（
☎
�
３
７
５

　

９
・
▢ＦＡＸ
�
７
７
２
７
）】

　

デ
イ
ジ
ー
図
書
は
、
従
来
の
録
音

図
書
と
違
い
、
音
質
が
劣
化
せ
ず
、

長
時
間
録
音
が
可
能
で
検
索
が
容
易

に
で
き
、
視
覚
障
が
い
者
の
読
書
環

境
を
一
変
さ
せ
た
画
期
的
な
図
書
で

す
。
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
デ
イ
ジ
ー
編
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

内
容　
視
覚
障
が
い
者
が
利
用
す
る

録
音
図
書
の
音
声
デ
ー
タ
を
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
編
集
し
、
デ

イ
ジ
ー
図
書
を
作
り
ま
す
。

対
象　
視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
意

欲
が
あ
る
65
歳
未
満
の
人
で
、
現

在
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
お
り
、

講
習
会
終
了
後
に
継
続
し
て
活
動

が
続
け
ら
れ
る
人

日　
12
月
９
日
㈮
・
10
日
㈯
・
16
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

　

12
月
17
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
全
４
回
）

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
視
聴
覚
研
修

室
料　
無
料

申
込
締
切
日　
12
月
10
日
㈯

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
会
場
で
も
申
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３

　

４
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
３
５
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対
象
に
ク

リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

日　
12
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
浜
田
公
民
館

定　
先
着
20
家
族

講
師　
浜
田
地
区
栄
養
士
会

料　
１
家
族
２
０
０
円

※　

料
理
が
で
き
る
服
装
で
、
エ
プ

ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
12
月
５
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

　

忘
年
会
で
、
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
ぎ

み
。
体
に
良
く
て
食
べ
て
お
い
し
い

ヘ
ル
シ
ー
料
理
。
食
と
エ
コ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
男
性
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

日　
12
月
17
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

有

料

広

告

サ
ウ
ン
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
ね

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
参
加
者

第
36
回
石
央
ふ
れ
あ
い

余
芸
大
会
参
加
者

教
室
・
講
座

デ
イ
ジ
ー
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

親
子
で
作
ろ
う

ク
リ
ス
マ
ス
料
理

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
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場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

料　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
締
切
日　
12
月
14
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

大
橋
さ
ん
（
☎
�
０
６
３
５
）

　

第
４
回
「
和
の
マ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

日　
12
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

定　
25
人

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

料　
３
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
５
８
）

　

迫
力
満
点
の
演
奏
会
を
心
ゆ
く
ま

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
４
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

第
１
部　
地
元
で
活
動
す
る
合
唱
団
・

グ
ル
ー
プ
・
個
人
の
演
奏

第
２
部　
浜
田
出
身
の
プ
ロ
の
声
楽

家
に
よ
る
オ
ペ
ラ
名
曲
三
昧

料　
前
売
り
一
般　

１
、
０
０
０
円

　
　

当
日　

一
般　

１
、
３
０
０
円

　
　

大
学
生
以
下
無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
内　

石
央
音

楽
祭
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社

概
要
や
、
採
用
予
定
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
る
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

対
象　
平
成
25
年
３
月
卒
業
予
定
の

学
生
を
は
じ
め
、
鳥
取
県
又
は
島

根
県
で
就
職
を
希
望
す
る
人

と
っ
と
り
・
し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン

ス
【
広
島
会
場
】

日　
12
月
10
日
㈯

　

午
前
11
時
15
分
～
午
後
４
時

場　
基
町
ク
レ
ド
（
広
島
市
中
区
）

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
【
松
江
会

場
】

日　
12
月
27
日
㈫

　

正
午
～
午
後
４
時
30
分

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

参
加
企
業　
12
月
上
旬
か
ら
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

http://w
w
w
.jobcafe-shim

ane.jp/

問　
公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根

定
住
財
団
（
☎
０
８
５
２
�
０
６

　

９
４
）

　

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
で
は

“
食
”
を
と
お
し
て
、
お
隣
韓
国
の

文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
食
文

化
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
と

韓
国
人
留
学
生
を
交
え
て
、
み
ん
な

で
楽
し
く
韓
国
の
家
庭
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
、
韓
国
の

お
正
月
料
理
、
ト
ッ
ク
（
韓
国
の
お

雑
煮
）・
コ
マ
ク
ム
チ
ム
（
赤
貝
の

和
え
物
）・
チ
ャ
プ
チ
ェ
（
春
雨
炒

め
）・
コ
ギ
ブ
チ
ム
ゲ
（
肉
の
チ
ヂ

ミ
）・
ス
ジ
ョ
ン
ガ
（
韓
国
伝
統
茶
）

を
作
り
ま
す
。

日　
12
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
石
見
公
民
館

講
師　
福
島
明
淑
さ
ん
（
ミ
ョ
ン
ス

ク
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
）

定　
先
着
20
人

料　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
認
定
さ
れ
た
弥

栄
町
で
は
、「
ど
ぶ
ろ
く
」
と
「
石

見
神
楽
」
の
共
演
と
銘
打
っ
て
神
楽

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。会
場
で
は
、

弥
栄
で
製
造
さ
れ
た
ど
ぶ
ろ
く
販
売

や
地
元
産
品
の
出
店
な
ど
が
行
わ

れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
来
場
の
皆
さ
ん
に
抽
選
で
、
ど

ぶ
ろ
く
・
神
楽
グ
ッ
ズ
（
鬼
棒
・
弓

な
ど
）
が
当
た
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
12
月
10
日
㈯

開
場　
午
前
９
時
～

開
演　
午
前
９
時
30
分
～

場　
弥
栄
会
館

料　
大
人（
前
売
券
）　　

８
０
０
円

（
当
日
券
）１
、
０
０
０
円

　
　

小
・
中
学
生　
　
　

３
０
０
円

※　

当
日
は
、
駐
車
場
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
か
、
乗
り

合
わ
せ
て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
観
光
協
会
弥
栄
支
部
内　

弥

栄
神
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
６
１
５
）

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内　

石

央
地
区
日
韓
親
善
協
会
（
☎
�
３

　

０
２
５
・
▢ＦＡＸ
�
５
４
０
０
）

Em
ail

：cci3202@
ham

ada-cci.or.jp

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

魅
力
学
講
座

～
５
節
句
の
お
も
て
な
し
～

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

第
８
回
石
央
音
楽
祭

と
っ
と
り
・
し
ま
ね
企
業

ガ
イ
ダ
ン
ス

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
韓
食
文
化
交
流
会

第
５
回
ど
ぶ
ろ
く
の
里

弥
栄
神
楽
ま
つ
り
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　山陰の冬の風物詩となった「しおかぜ駅伝」が
開催されます。ぜひ沿道での声援をお願いします。
日　12月11日㈰

問　山陰中央新報西部本社内
　　しおかぜ駅伝事務局（☎�０１０９）

区 中継場所 予定時刻
１区 （スタート）益田陸上競技場  9：30～
２区 益田陸上競技場  9：40～
３区 原浜団地入口  9：50～
４区 磯釣センターかまて前 10：05～
５区 岡見郵便局前 10：27～
６区 湊浦集会所前 10：37～
７区 キーパー三隅工場前 10：45～
８区 ゆうひパーク三隅 10：59～
９区 旧エネルギアライフ浜田営業所前 11：19～
ゴール しまねお魚センター前 11：45～

　

浜
田
水
産
高
校
に
よ
る
新
巻
鮭
・

の
ど
ぐ
ろ
の
一
夜
干
し
な
ど
加
工
品

の
販
売
・
石
狩
鍋
の
無
料
配
布
・
商

店
街
各
店
の
売
り
出
し
を
行
い
ま
す
。

日　
12
月
11
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

　

午
前
11
時
～
売
り
切
れ
次
第
終
了

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
問　
紺
屋
町
商
店
街
事
務
局　

平
日

午
前
の
み
（
☎
�
４
３
５
２
）

　

日
頃
の
生
活
の
な
か
で
感
じ
て
い

る
こ
と
を
話
し
合
い
、紙
す
き
体
験
・

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
温
泉
に
つ
か
っ

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
の
精
神
障
が
い
者
を
支

え
る
家
族

日　
12
月
14
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
石
州
和
紙
会
館
・
コ
ワ
温
泉

料　
１
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
締
切
日　
12
月
７
日
㈬

申
・
問　
浜
田
地
域
精
神
保
健
家
族

会
連
絡
会
事
務
局　

西
川
病
院
家

族
会
い
わ
み
会

（
☎
�
２
３
９
０
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
や
城
郭
石

垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
あ

る
お
堂（
五
輪
塔
一
部
と
経
板
ほ
か
）

を
訪
ね
る
散
策
会
を
行
い
ま
す
。

日　
12
月
18
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前
ま
で

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

津
摩
町
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。
小

西
ヶ
丘
古
墳
や
謎
の
五
輪
塔
群
。
今

も
現
役
、
天
保
年
間
の
防
波
堤
に
ツ

マ
の
語
源
。
古
代
か
ら
近
世
ま
で
津

摩
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

日　
12
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
25
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
周
布
駅
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

昔
懐
か
し
い
歌
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
な
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日　
12
月
25
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館
研
修
室

定　
先
着
60
人

料　
８
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
）

申
込
開
始
日　
12
月
５
日
㈪
か
ら

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
５
８
）

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
大
人
も
子
ど
も
も
み

ん
な
浜
田
公
民
館
に
集
ま
れ
。
気
持

ち
を
新
た
に
し
て
お
抹
茶
を
頂
き
ま

す
。
お
い
し
い
お
菓
子
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

日　
平
成
24
年
１
月
６
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
浜
田
公
民
館

定　
70
人

料　
２
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
25
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
５
８
）

　

冬
休
み
に
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
12
月
26
日
㈪
か
ら
平
成
24

年
１
月
８
日
㈰
ま
で
連
続
開
館
し
ま

す
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験

日　
12
月
１
日
㈭
・
５
日
㈪
・
８
日

㈭
・
12
日
㈪
・
15
日
㈭
・
19
日
㈪
・

26
日
㈪

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円
（
初
心
者

テ
キ
ス
ト
資
料
ほ
か
）

美
し
い
滑
り
は
、
ス
ケ
ー
ト
教
室
で

（
平
成
24
年
４
月
ま
で
）

日　
毎
週
土
曜
日

初
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
10
時
～
11
時

中
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
11
時
～
正
午

料　
１
回
５
０
０
円
（
別
途
、
滑
走

料
・
貸
靴
料
が
必
要
で
す
。）

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

第20回浜田-益田間駅伝競走大会
（しおかぜ駅伝）

こ
ん
や
ま
ち

１
日
だ
け
の
水
高
市
場

浜
田
地
域
精
神
保
健
家
族
会

連
絡
会
家
族
交
流
会

家
族
の
つ
ど
い
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

第
51
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

第
１
１
６
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

ク
リ
ス
マ
ス
歌
声
学
校

新
春
お
茶
会

サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら
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一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
12
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
個
人
指
導

（
有
料
）
受
付
中

　

個
人
指
導
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
・
間　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

企
画
展
「
日
本
の
わ
ざ
と
美
」
展
―

重
要
無
形
文
化
財
と
そ
れ
を
支
え
る

人
々
―

　
「
人
間
国
宝
」
と
呼
ば
れ
る
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
な
ど
、
日
本
の

伝
統
の
わ
ざ
が
生
み
出
し
た
工
芸
の

名
品
を
一
堂
に
展
覧
。
わ
ざ
を
支
え

る
選
定
保
存
技
術
の
関
連
資
料
を
交

え
て
紹
介
し
ま
す
。

日　
12
月
17
日
㈯
～
平
成
24
年
１
月

23
日
㈪
（
会
期
中
、
一
部
展
示
替

え
も
行
い
ま
す
。）

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

※　

平
成
24
年
１
月
３
日
㈫
は
開
館

し
ま
す
。

※　

12
月
28
日
㈬
～
平
成
24
年
１
月

１
日
㈷
は
休
館
し
ま
す
。

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ
・
Ａ

料
　

一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

　

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

　

小
中
高
生
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
、

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料

出
品
作
品　
友
禅
訪
問
着
「
精
華
」

（
森
口
華
弘
・
平
成
元
年
文
化
庁

蔵　

前
期
展
示
の
み
）
ほ
か

錦
織
健
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
第
５

弾　
ロ
ッ
シ
ー
ニ
歌
劇
「
セ
ビ
リ
ア

の
理
髪
師
」

　

人
気
オ
ペ
ラ
歌
手
・
錦
織
健
が
届

け
る
お
馴
染
み
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ

ペ
ラ
第
５
弾
！
第
２
弾
で
大
好
評
の

『
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
』
を
新
演
出

で
お
届
け
し
ま
す
。

日　
平
成
24
年
２
月
19
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定
（
税
込
み
）

　

Ｓ
席　

９
、
５
０
０
円

　

Ａ
席　

７
、
５
０
０
円

　

Ｂ
席　

５
、
０
０
０
円

友
の
会
会
員

　

Ｓ
席　

９
、
０
０
０
円

　

Ａ
席　

７
、
０
０
０
円

　

Ｂ
席　

４
、
７
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
人
の
た
め
の
ア
ク
ア
ス
講
座

ペ
ン
ギ
ン
の
秘
密

　

飼
育
ス
タ
ッ
フ
が
ペ
ン
ギ
ン
の
秘

密
を
教
え
て
く
れ
る
よ
。

日　
12
月
３
日
㈯

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

定　
20
人

料　
入
館
料
が
必
要
で
す

※　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
証
（
年
間

パ
ス
ポ
ー
ト
）
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

海
の
生
き
物
教
室

と
こ
ろ
て
ん
を
作
っ
て
み
よ
う

　

海
藻
か
ら
と
こ
ろ
て
ん
を
作
っ
て

食
べ
て
み
よ
う
。

日　
12
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

定　
30
人

料　
無
料

日
曜
講
座

芋
版
作
り

　

昔
懐
か
し
い
芋
版
で
年
賀
状
を

作
っ
て
み
よ
う
。

日　
12
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

石
州
和
紙
で
干
支
飾
り
を
作
ろ
う

　

地
元
石
見
の
和
紙
を
使
っ
て
干
支

飾
り
を
作
り
ま
す
。

日　
12
月
25
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
企
画
「
サ
ン
タ
を

さ
が
せ
」

　

毎
年
恒
例
、
ア
ク
ア
ス
の
中
に
サ

ン
タ
が
隠
れ
て
い
る
よ
！
全
部
見
つ

け
た
人
に
は
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
差
し
上
げ
ま
す
。

対
象　
入
館
し
て
い
る
人

日　
12
月
１
日
㈭
～
25
日
㈰

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

お
知
ら
せ

　

ナ
ス
チ
ャ
の
体
調
回
復
の
た
め
、

シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休

止
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
赤
ち
ゃ
ん

イ
ル
カ
の
「
シ
ー
リ
ャ
」
は
新
イ
ル

カ
プ
ー
ル
で
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
悪
質
商
法
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

日　
12
月
16
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館

料　
無
料

※　

予
約
は
不
要
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,878 20,482 22,957 43,439
金 城 1,924 2,262 2,476 4,738

旭 1,448 1,562 1,680 3,242
弥 栄 716 721 800 1,521
三 隅 2,874 3,164 3,550 6,714
合 計 26,840 28,191 31,463 59,654

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

人　口（10月末現在）

（単位：人）
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浜田市立第一中学校屋内運動場
（登録有形文化財建造）

　この建物は、明治31年（1898年）に歩兵第二十一連隊が広島から浜田に転営し
たときに建設された旧連隊施設で、当時は「雨

あめおおいれんぺいじょう

覆練兵場」と呼ばれていたもので
ある。
　この建物の特徴は、柱のない広い室内を作り出すために、壁はレンガ造りで、
屋根は鉄骨小屋組という最新の西洋建築技術によって建築されており、国内でも
初期の体育施設として、近代建築史上、貴重な建物として高く評価されている。
なお、同様な建物として、浜田高等学校第二体育館も登録有形文化財建造物とし
て保存されている。
　また、連隊の浜田転営は、連隊用地となった現在の第一中学校や浜田高等学校
を中心とした周辺地域に連隊司令部、兵舎、訓練施設や関連施設が次々と建設、
整備され、2,000人にのぼる兵士が駐留し、石見の政治、経済の中核都市として
発展を遂げるとともに、軍都的性格を帯びることになった。
　この雨覆練兵場は、建築史、浜田の近代史、そして軍事施設としての戦争遺跡
を象徴する建物として重要である。

平
成
23
年
第
43
回
浜
田
市
美
術
展

写
真
の
部　
市
長
賞

「
川
神
事
」　
　
高
田
雍
一

※　
10
月
末
人
口
は
33
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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